
　
　

解

　
　
題

作
詩
質

的
　
　

　

一
卷
　
　

　
　

　
　

　
　
　冢

田

虎

著

　

冢

田

虎
、字

は

叔

貔
、通

稱

は

多

門
、大

峯

と

號

す
、信

濃

の

人
、父

を

旭

嶺

と

い

ふ
、室

鳩

巣

の

門

人

な

り
、大

峯

初

め

父

に

學

び
、宋

學

を

奉

ぜ

し

が
、其

後

ち

古

今

の

書

を

研

究

し
、經

義

に

流

派

を

分

つ

の

不

可

な

る

を

論

じ
.經

に

依
り

て

經

を

解

す

る

を

可

と

す

と

稱

し
、復

古

學

を

唱

へ
、自

ら

諸

經

の

解

を

作

れ
り

、天

明

元

年
、尾

張

侯

の

侍

讀

と

な

る
、文

化

八

年
、尾

藩

明

倫

堂

督

學

に

擢

ん

で

ら

れ

た
り

、天

保

三

年

三

月

二

十

一
日

歿

す
、年

八

十

八
。

　

此

書

は

詩

を

學

ぶ

者

は
、正

道

に

據

ら

ざ

れ

ば
、假

令

佳

趣

妙

想

あ

る

も
、
遂
に

邪

徑

に

陷

る

の

弊

あ
り

、之

を

射

を

學

ぶ

に

譬

ふ

る

に
、質

的

を

正

し

て

之

を

射

る

に

非

ざ

れ

ば
、巧

手

と

な

る

能

は

ざ

る

が

如

し
、此

書

名

づ

け

て
質

的

と

い

ふ
、其

命

名

に

よ

り

て
、そ

の

書

の

内

容

を

推

す

べ
し
、「餘

話
」に

は
、和

漢

の

詩

を

引

き
、或

は

批

評

し
、或

は

解

釋

せ

る

等
、亦

皆

學

者

に

益

せ

ざ

る

は

な

し
.



1

作
詩

質
的

序

蒙

大
人
級
而
妊
駕

詩
.長
.而
專
.務
經

學
歴

年
之
問

旦
闕
里
、正
風
戻

享

後

"
　

テ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

昌

幽
　

　

　

　

　

マ
　

　

　

　

　
ホ
　

　

　

　

セ

弾
生
ハ其

著

書

之

富
、世

之

所

二與

知

也
、而

其

所

"好
.之

詩

者

、獪

春

秋

不
V廢

焉
、其

…
集

讐

命

謂
三
義

釜

曁

其
籐
竣
漢
靉

下
元
豊

爽

　
其
瑣

言
生

貧
亦
乾
渉
強
.轟
乃
就
其

中
氈

作
詩
之

要
氈

笙

以
.亜
門
人

∵
書

秀
蓋
肇

而
聞
薫

歪

否

霹

番
醍

豪

未
蒸

　

其

論
居

恆

深

恥
v之

矣
、大

人

性

殊

惡
v暑
、今

茲

三

伏

之

節
、以

爲
邂

暑

之

軣

　

　

　

シ
テ
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
　
　
　テ　
　
フ
　
　テ
　
　
　ユ

　

乃

書

下其

嘗

李

生

所

γ論

二門

人

小

子

一之

語

却而

爲

二
剛

冊

子

納以

賜

乏

秀

嚇秀

雖

二自

擢

不

一
能

一
服

劃鷹

.之

母
然

欲

尸
與

二同

志

之

士

一倶

構能

.
記

山鳳

之

増亦

欲

以

賦

後

生

弔
乃

金

∬
之

.

　

　

　

　

ま

　
　
ル

チ

　

　

　
レ
メ
カ
ヲ

　

　
ト

　

　

　

　

　
　

ズ
ル

　

テ

フ
コ

チ

シ

　

剞

岡

氏
一蓋

作

v詩

者
、師

表

不

v正
、則

雖

有

佳

趣

巧

意

嚇失

于

廢

其̀

言

馨

v之

如
ニ

　

　

フ

チ

　

　

ト

　

　

　

　

　
　

レ
パ

ヲ

　

　

ハ

ス
ル

　

テ

コ

ノ

テ

フ
ト

緇
　

習

レ射

者

嚇雖

γ有

二良

弓

直

矢

嚇質

的

不

v張

、
則

不

レ能

'發

其

筈

故

題

γ之

日

二作

詩

質

　

　

　

　

作

詩

貰
的

序
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

●
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ロ
本

欝

話
叢

書

ト
的

云
。

文

政

三

年

庚

辰

秋

八

月

穀

旦

彖

缶

秀



亨

作

詩

質

的

大

峰

先

生

述

男
　
彖
　

田

秀

謹

技

風

雅

之

變

、爲
γ騷

爲
v賦
、乃

至
v稱
v詩

、而

其

成

句
、或

短

而

至
を
=
眞
或

長

而

至
昌九

言
嚇然

五

言

七

言
、斯

爲
昌後

世

之

逋

用
h而

五

言

則

租
昌李

陵

蘇

武
嚇七

言

則

租
韜栢

梁

臺
n而

後

建

安

正

始

之

體
、及

六

朝

之

體
、其

時

世

之

變
、而

風

裁

格

調
、雖
昌或

不
ワ同
、都

稱
僑

之

古

詩
嚇至
"於

李

唐
「乃

王
績
、王

勃
、沈

栓

期
、宋

之

問

之

輩
、研
趣竅

音

韻
嚇精
"練

聲

調
{專

主
諷

詠
"而

絶

　
　
句

與
y律
、五

言

七

言
、註
ハ
格

調

初

定
、斯

謂
昌之

近

體
軸

跚
　

然

且

有
倡亀初

盛

中
-晩

唐

之

異
軸焉
、趙

宋

以

還
、則

偏

作

詩

質

的

風
雅
の
變
、騒
と
爲
り
賦
と
爲
り
、乃
ち
詩

と
稱

す

る
に
至
る
、而

し
て
其
の
成
句
、或
は
短
く
し
て
而

し

て

三
言
に
至
り
或

は
長

く
し
て
而
し
て
九

言
に
至
る
、然
れ
ど

も
、五
言
七
言
、斯
れ
後
世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

の
通
用
と
爲
り
て
、而
し
て
五
言
は
、則
ち
李
陵
蘇

武
を
祗
と
し

七
言
は
、則
ち
栢
梁
臺
を
租

と
す
、而
し

て
後
建
安
正
始
の
體
、及

び
六
朝

の
體
、其
の
時
世
の
變
に

し

て
、而
し
て
風
裁
格
調
、或
は

同
じ
か
ら
す

と

雖
ど
も
、都
て
之
れ
を

古
詩
と
穩
す
、李
唐
に
至

り
て
、乃
ち
王
績
圭

勃
・沈
佳
期
・宋
之

問

の
輩
、晋
韻

を

研
竅
し
、

聲
調
を
精
練
し
、專
ら
諷
詠
を
主
と
し
、而

し

て
絶
句
と
律
と
、五

言
七
言
、此
ハの
格
調
初
め
て
定
ま
る
、斯
に
之
れ

を

近
體
と
謂
ふ
、

然
し
て
且
つ
初
盛
中

晩
唐
の
異

有

り
、趙
宋
以
還
、則
ち
偏
に
唐

人
に
原
き
、絶
句
と
律
と
以
て
通
體
と
爲

る
、而
し

て
或
は
初
盛

の
風
を
好

む

者

有
り
、或
は
中
晩
の
風
を
好
む
者
有
り
、乃
ち
其

一
O



ロ

本

詩

話

叢

書

糊
　

原

昌於

唐

入
嚇絶

句

興
レ律
、以

爲

昌逋

體
り而

或

有
"好
⇔初

コ

盛

之

風
一者
上焉
、或

有
'好
昌中

晩

之

風

扁者
轟焉

、乃

其

所

"作

之

詩
、各

擬

ユ議

於

其

所

ツ好

焉

耳
、則

非
四更

可
瓢以

目
齲宋

體

明

體
也

、但

從
レ宋

至
〃明

共

風

調

之

異

則

亦

因
昌其

時

俗

之

變

鰰也
、而

不
v知

者
、更

以

爲
鐚宋

元

艚
黙
以

爲
昌明

體

門可
〃謂
v誤

矣

、小

子

欲
γ作
レ詩

者
、先

知
昌

斯

時

世

風

體

之

變
h而

可
昌輿

言
7詩

也

已
。

今

世

作
v詩

者
、竹

馬

紙

鳶

之

時
、聞

三

.四

不

同
、二

六

獨

等

之

言
肉而

徒

務
ヴ協
苹

仄
肖綴
盂

宇

七

字
嚇以
"

四

句

爲

y絶
、以
篇八

句
爲

v律

、而

未
v覺
5其

所
還以

爲
v律

爲
ガ絶

句
「雖
γ知
一起

承

轉

合

之

名
助而
未
v自
昌得

起

承

轉

合

之

義

嚇有
"中

聯
一則

謂

v律
、無

焉

則

謂
γ絶

耳
、乃

其

所
レ作

之

詩
、意

脈

不
v矯
、起

結

不
レ整

首

尾

支

離
、

弱

且

風

調

卑

屈
、卒

不
γ成
γ詩
、然

自

以

爲
γ是

矣
、而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　

ぐ

の
作
る
所
の
詩
、各
其
の
妊
む
所
に
擬
議

す

る

の

み
な
れ
ぱ
、則

ち
更
に
以
て
宋
髏
騏
體
と
目
す

べ
き
に
非
ざ
る
な
り
、但
だ
宋
よ

り
明
に
至
り
て
、其
の
風
調

の
異

は
.則
ち
亦
其

の
時
俗
の
變
に

因
る
な
り
、而
る
に
知
ら
ざ
る
者
は
、更
に
以

て

宋
元
體
と
爲
し
、

以
て
明
體
と
爲
す
、誤
れ
り

と
謂
ふ

ぺ
し
、小
子
詩
を
作
ら
む
と

欲
す
る
者
は
、先
づ
斯
の
時
世
風
體
の
變

を

知

り
て
、而
し
て
與

に
詩
を
言
ふ
べ
き
の
み
。

今
世
詩
を
作
る
著
.竹
馬
紙
鳶

の

に
.二
四
不
同
、二
六
對
等

の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ハ

を
聞
き
、而
し
て
徒
に
畢
仄
を
協
す

差

を
務

め
、五

字

七

字

を

綴
り
、四
句
を
り
以
て
絶
と
爲
し
、八
句
を

以
て
律

と
爲
し
、而
し

て
未
だ
其
の
律
た
り
絶
句
た
る
所
以
を
覺
ら
す
、起
承
轉
合
の
名

を
知
る
と
雖
ど
も
、而
し
て
未
だ

起
承
轉
合

の
義
を
自
得
せ
す

中
聯
あ
れ
は
則
ち
律

と
謂

ひ
、無
け
れ
ば

則
ち
絶
と
謂
ふ
の
み
、

乃
ち
其
の
作
る
所
の
詩
、意
脈
屬
せ
す
、起
結
整

は
す
、首
尾
支
離

し
て
而
し
て
且

つ
風
調
卑
屈
、卒
に
詩
を
成
さ
す
、然
れ
ど
も
、自

ら
以
て
是
と
爲
し
て
、而
し
て
修
練
す

る

を

念
は
す
、其
の
句
を

作
る
こ
と
を
熟
す
る
に
及
び
て
は
、則
ち
脊
字
偉
言
以
て
青
衿
子



蓴3E9

不
γ念

昼修

練

'焉
、及
ヨ其

熟
昌乎

作
7句

也

、恥

奇

掌

偉

言
、

以

眩

昌青

衿

子

弟
門斯

之

爲
レ案
、故

雖

昌絡

身

好

作
7詩
、

而

使
昌識

者

覽

㌻之
、則

未
レ可
昌以

爲
"詩

也

、小

子

思
y之
"

唐

司

室

圖
、示
昌詩

品

二

十

四

則
百

、雄

渾
、沖

淡

繊

穣

沈

著
、高

古

、典

雅

、洗

煉
、勁

健
、綺

麗

、自
,然

含

蓄

豪

放
、精

祕
、縵

密
、疎

野
、清

奇
、委

曲
、實

境

、悲

慨
、形

容
超

詣
、飄

逸
、曠

逹
、流

動
、此

品

則
、精

則

精
、然

恐

失
昌於

煩

碎

葡

作

者
、或

惑

焉
、其

亦

因
昌作

者

氣

稟
嚇

而

且

隨
昌所
v題

所
サ臧
、乃

其

品

自

可
昌以

分
一也
、宋

嚴

朋

云
、詩

之

法

有
レ五
、日

體

製
、日

格

力
、日

氣

象

日

興

趣
、
日

音

節

、詩

之

品

有
ゲ九
、日

高
、
日

古
、日

深
、日

遠
、日

長
、日

雄

渾
、日

飄

逸
、日

悲

壯
、日

凄

婉
、其

用

V工
有
V三
、日

起

結
、日

句

法
、日

字

眼
、是

亦

可

也
、其

用
v工

之

三
、作

者

最

宜
瓠服

膺

一焉

也

。

　

　
　

　
　
作

詩

質

的

弟
を
眩
す
る
こ
と
を
斯
れ
案
と
爲
す
、故
に
絡
身
好
み
て
詩
を
作

る
と
雖
ど
も
、而
し
て
識
者
を
し
て

之

れ

を
覽
せ
し
め
ば
.則
ち

未
だ
以
て
詩
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、小
子
之
れ
を
思
へ
。

唐

の
司

室

圃

、詩

品

二
+

四

則

を

示
す

、曰

く
雄

渾

、沖

淡
、繊
濃

、沈

著

、高

古
、典

雅
、洗

煉
、勁

健
、綺

麗
、自

然
、含

蓄

、豪

放
、精

神

、績

密

疎

野
、清

奇

、委

曲
、實

境
、悲

概
、形
容

、超

㌔
繭
、飄

逸
、瞹

逹

、流
動

と

、

此

品

則

、精

は
則

ち
精

な

れ

ど

も
.然

れ

ど

も
、恐

く

は

煩

碎

に
失

し

、而

し

て
作
者

或

は

惑

は
む
、其

れ

亦

作

者

の
氣

稟

に
因

り

。
而

し

て

且

つ
題

す

る
所

感

す

る
所

に

隨

ぴ

て
、乃

ち

其

の
品
自

ら

以

て
分

か

る

べ
き

な

り
、宋

の
嚴

勿

云
ふ
、詩

の

法

五
あ

り
、
曰
く

瞬

製

、
曰
く

格

力
、
曰

く
氣

象
、
曰
く

興
趣

、口

く

音
節

、詩

の
品

に
九

あ

'り

、曰

く

高
、
曰
く

古

、曰
く

深
、
口

く

遠

、口

く

長
、曰

く
雄

渾
、
曰

く

飄

逸
、曰

く
、悲

壯

口
く

凄

婉
、其

の
工

を

用

ふ

る

に

三

あ
り

、曰

く

起

結

曰
く

、句

法

、曰
く

字

眼

と
、是

れ

亦

奇

な

り
、且
ハ
の

工
を

用

ふ

る

の
三
、作

者

最

も

宜

し

く
服

膺

す

べ

き
な

り

。

三
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日

本

詩

話

叢

書

詩

者

主

昌諷

詠
{諷

詠

之

調
、古

之

詩

者
、在

昌五

昔

宮

商

之

協

騨焉
、近

體

之

詩
、則

在
a四

聲

之

協

一焉

、而

我

方

作
γ詩

者
、徒

分

噌宇

之

卒

仄

茸

、而

不
v得
レ辨
昌四

聲
靹

故

雖
昌巧

作
"句
、或

聲

調

不
v協
、將
ヒ有
智不
"可
昌以

諷

詠

一

者
加作

者

雖
v不
v能
目悉

辨

四̀

聲
h尤

於
昌入

聲

字

ハ不
y可
昌

以

不

"
用

γ
心

也

。

明

劉

孟

煕

云
、唐

人

詩
、
一
家

自

有
昌
一
家

聲

調
h高

下

疾

徐
、皆

合
轟律

呂
嚇吟

而

繹
レ之
、令
ヨ人

有
畠聞
v韶

忘

γ味
之
'意
架

人

詩
、譬

則

村

鼓

島

笛
、雜

亂

無
v倫
、此

孟

煕

之

評
、實

知
昌其

可
7然

也
、蓋

唐

之

盛

也
、殉

梨

園

伶

《
、及

娼

妓

之

類
、亦

歌
驫當

時

作

家

之

詩
h散

專

練
昌共

聲

調
嚇宋

人

素

法
轟效

於

唐
h而

雖
v陳
5共

氣

象
h不
F主
臨諷

詠
嚇好

出
昌新

奇
嚇而

工
昌詞

意
嚇嚢

讀
昌楊

萬

里

詩

話
翼

所
7以

爲
"佳

詩
{而

摘

擧

焉

者
、唯

奇

字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

詩
は
諷
詠
を
主
と
す
、諷
詠
の
調
、古

の
詩

は
、五
音
宮
商
の
協
ふ

に
寮
り
、近
體
の
詩
は
、則
ち
四
聲
の
協
ふ
に
在
り
、而
し

て

我
が

方
の
詩
を
作
る
者
、徒
に
字
の
畢
仄
を
分

っ

の
み
、而
し
て
四
聲

を
辮
す
る
こ
と
を
得
す
、故
に
巧
に
句
を
作
る
と

雖

へ
ど

も
、或

は
聲
調
協
は
す
、將
に
以
て
諷
詠
す

べ
か

ら

ざ
る
者
あ
ら
む
と

す
、作
者
悉
く

四
聲
を
辨
す
る

こ
と
能
は
す
と
雖

へ
ど
も
、尤
も

入
聲
に
於
て
、以
て
心
を
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

明
の
劉
孟
熙
云
ふ
、唐
人
の
詩
は
、
}
家
自
ら

一
家

の
聲
調
あ
り
、

高
下
疾
徐
、皆
律
呂
に
合

ふ
、吟
じ
て
而

し

て
之
れ
を
繹
ぬ
る
に
、

人
を
し
て
韶
を
聞
き
て
味
を
忘
る
ゝ
の
意
あ
ら
し
む
、宋
人
の
詩

は
、譬

へ
ば
、則
ち
村
鼓
島
笛
.雜
亂
倫
無
し
と
、此
の
孟
熈
の
評
、實

に
共
の
然
る
べ
き
を
知
る
な
り
、蓋
し
唐
の
盛

な

る
や
、則
梨
園

の
伶
人
、及
び
娼
妓
の
類
も
、亦
當
時

作
家

の
詩
を
歌
ふ
、故
に
專

ら
共

の
聲
調
を
練
る
、宋
人
素
と
唐
に

法
效
し
、而
し

て

其
の
氣

象
を
陳
ぶ
と
雖

へ
ど
も
、諷
詠
を
主
と
せ
す
、好
み
て
新
奇
を
出

し
て
而
し
て
詞
意
を
工
に
す
、曩
に
楊
萬
里
の
詩
話
を

讀
む
に
、

其
の
.以
て
佳
詩
と
爲
し
而
し
て
摘
擧
す
る
所
の
者
、唯
だ
奇
字
巧

句
、甚
し
き
は
則
ち
詼
諧
滑
稽
、皆
古
の
以
て
詩

と
爲
す

所
に
非
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巧

句
、甚

則

詼

諧

滑

稽

皆

罪
強古

之

所
昌以

爲
℃詩

也
、

然

亦

非
a槧

以

爲
㍗然

矣
、宋

人

之

詩
、亦

或

有
τ髣
罰髴

乎

唐
舶者
h不
v可
昌以

不
ツ擇

也
、渭

城

朝

雨

潰
輕

塵
門客

舍

青

青

柳

色

新
、勸
v君

更

盡
昌
一
杯

酒
西

出
昌陽

闘

無
昌故

人
{此

王

維

詩
、以
脊

時

作

者
'覗
v之
、則

淡

泊

'}牛
易
、且

何

新

奇

之

有
、不
レ可
碧敢

以

爲
昌秀

絶
㌔也
、然

唐

人

以

來
、以

爲
昌絶

調
嚇或

稱
昌渭

城

曲
幽或

稱
昌陽

關

曲
肉乃

爲
鈞三

疊

歌

曲
肖相

傳

而

不
レ廢
、斯

詩

之

所
昌以

爲
7詩
、亦

可
昌以

知
騎也
、專

街
昌其

聲

調

爾
。

人

之

作
γ律
、多

先

案
昌中

聯

四

句
触而

役
轟於

親

織

彫

鏤
嚇共

意

既

毳
昌於

聯

對
晒
則

起

結

四

句
、窮
ヨ於

無
昌趣

向
嚇乃

更

設
昌傅

會
階首

尾

不
昌相

應
嚇逾

失
昌聯

甥

之

勢
h

而

不
レ成
v詩

岩
、亦

多

有

焉
、故

欲
v作
v律

則

先

案
昌起

結

之

趣

向
∵質
二

二

之

句
粕而

生
昌前

聯

形

容
嚇後

聯

　
　
　
　
　

柞

壽

鬢

ざ
る
な
り
、然
れ
ど
も
、亦
築
し
て
以
て
然
り
と
爲

す

に
非
す
、宋

人
の
詩
に
も
、亦
或
は
唐
に
髣

髴
た

る

者
あ
り
、以
て
擇
ぱ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
↓
渭
城
の
朝
雨
輕
塵

を
泡
す
、客
舍
青
青
柳
色

薪
な
り
、君
に
勸
む
更
に

一
杯
の
酒

を
蠱
せ
、西
陽
關

を

出
つ
れ

ば
改
入
無
か
ら
む
」此
れ
王

維
の
詩
,今

時
の
作
者
を
以
て
之
れ

を
靦
ぶ
れ
ば
、助
ち
淡
泊
雫
易
、且
つ
何

の
新
奇
か
之

れ

有
ら
む
、

敢
て
以
て

秀
絶
と
爲
す
べ
か

ら

ざ
る
な
の
、然
れ
ど
も
、唐
人
以

來
、以
て
絶
調
と
爲
し
、或
は
渭
城
の
曲

と
稱
し
、或
は
陽
關
の
曲

と
稱
し
、乃
ち
三
疊

の
歌
曲
と
爲
し
、相
傳

へ
て
而
し

て
廢
せ
す
、

斯
れ
詩
の
詩
た
る
所
以
亦
以
つ
て
知
る
べ
き
な
り
、專
ら
共

の
聲

調
を
徇
ぶ
の
み
。
・

人
の
律
を
作
る
、多
く
先
づ
中
聯
四
句

を
案

じ
、而
し
て
組
織
彫

鏤
に
役
す
、共
の
意
既
に
聯
對

に

蠱
く
れ
ば
、則
ち
起
結
の
四
句
、

趣
向
無
き
に
窮
し
、乃
ち
更
に
傅
會

を

設
け
、首
尾
相
應
ぜ
す
、途

に
聯
封
の
勢
を
失
し
、而
し
て
詩
を

域
さ
ざ
る
者
、亦
多
く
有
り
、

故
に
律
を
作
ら
む
と

欲
す
れ
ば
、則
ち

先
づ
起
結

の
趣
向
を
案

じ
、
一
二
の
句
を
質
と
し
て
而
し
て
前
聯

の
形
容
を
生
じ
、後
聯

意
を
轉
じ
以
て
其
の
句

勢

を
易

へ
、七
八
の
二
句
、意
後
聯
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓩



;era{

　
　
　
　
　
目
本

詩

話
叢

書

轉

v意
、以

易
昌其

句

勢
「七

八

二

句
、意

生
v自

後

聯
h而

相

照̀

於

一
ご

之

句
曲可
虱以

固
昌結

其

竜

一也
、明

李

東

陽

云
、人

但

知
昌律

詩

起

結

之

難
ハ面

不
"知
昌轉

語

之

難
嚇第

五

第

七

句
、尤

宜
v著
レカ
、是

亦

然

矣

、然

未
昌之

毳

一也
、今

且

思
V之
、第

五

第

六
、後

聯

二

句
、宜
レ同
詮
ハ

カ

一也
、不
y可
畠唯

第

五

句

一也
、第

七

第

八
、二

句

亦

宜

同
8其

力
口唯

第

七

句

著

レカ
、則

不
v可
鴇固

結

也

巳
。

五

七

言

絶

句
、則

卒
昌易

起

潔

之

負

轉

句

轉
v意
、以

爨

其

句

勢
嚇結

句

生
V自
昌轉

句

嚇且

扣

"照

於
・起

丞

可
ヨ

以

結
畠其

蠶

也
、作

者

或

多

誰

意

於

起

承

而

窮

於

轉

結
肉則

爲
膊旄

頭

狗

尾

一耳
、然

且

五

言

與

モ

言
唱其

體

裁

不
v同
、五

言

則

多

"含

蓄
嚇七

言

則

多
螺流

動

門其

亦

翫

暢味

唐

詩
嚇而

可
昌以

知

讐也
。

少

年

輩
、或

易

晶絶

句
…而

難
Ψ律
、未
v能
v得

絶

句

之

體
崩

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

六

生
じ
而
し
て

一
一
一の
句
に
相
照
し
、以
て
共

の
意
を
固
結
す
べ
き

な
り
、明
の
李
東
陽
云
ふ
、入
但
だ
律
詩
起
結
の
難
き

を

知
り
て
、

而
し
て
轉
語

の
難
き
を

知

ら

す
、第
五
第
七
句
、尤
も
宜
し
く
力

を
著
く
べ
し
と
、是
れ
亦
然
り
、然
れ
ど
も
、未
だ
之
れ

を

毳
さ
ざ

る
な
り
、今
且
っ
之
れ
を
思
ふ

に
、第
五
第
六
、後
聯
の
二
句
、宜
し

く
共
の
力
を
同
う
す
べ
き
な
り
、唯
だ
第
五
句

の
み
な
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
、第
七
第
八
の
一
…旬
、亦
宜
し

く
其

の

力
を
同
う
す
べ

し
、唯
だ
第
七
句
力
を
著
く

れ

ば
、鋼
ち
固
結

す
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。

五
七
言
絶
句
は
、則
ち
起
承

の
句
を

雫

易
に
し
、轉
句
意
を
轉
じ

以
て
共
の
句
勢
を
強
く
し
、結
句
は
轉
句
よ

り

生

じ
て
、且
つ
起

承
に
相
照
し
、以
て
共
の
意
を
結
ぶ

ぺ

き

な
り
、作
者
或
は
多
く

意
を
起
承
に
鑑
し
、而
し

て
槫
結

に
窮
す
れ
ば
、則
ち
虎
頭
狗
尾

を
爲
す
の
み
.然
れ

ど
も
、且

つ
五
言
と

七
言
と
、共
の
體
裁
同
じ

か
ら
す
、五
言
は
則
ち
含

蓄
多
く
、七
霄
は
則
ち

流
動
多
し
、其
れ

亦
唐
詩
を
翫
味
し
て
而
し
て
以
て
知
る
べ
き
な
り
。

少
年
輩
或
は
絶
句
を
易
し
と
し
、而
し
て
律
を
難

し

と

し
、未
だ



密
　

而

張

欲

v作
v律

者

、邃

不
v能
γ成
ヴ詩

也
、先

作
昌絶

句

一百

　

　

數
、而

熟
島乎

其

體
納而

後

可
V習
V作
ド律

也
、張

蔚

然

日
、

　

　

五

言

古

難
昌于

七

言

古
h七

言

古

難

于̀

絶
蘿

難
昌于

　

　

律
靹李

東

陽

日
、李

太

自

集
、七

言

律

止

二

三

首

、孟

　

　

浩

然

集
、止

二

首
、孟

東

野

集
、無

=

首
嚇皆

似

名
昌於

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

　

　

天

下
嚇傳
"後

世

幅詩
、奚

必

以
レ律

爲

哉
、此

等

之

言
、實

　

　

然

矣

哉
、故

少

年

輩

、不
レ可
7以

絶̀

句

一以

爲
砂易

也
。

　

　

絶

句

實

難

於

律

勲矣

、然

亦

因
齢其

人

之

禀

性

唄葡

自

　

　

有

6所
レ長

所
ツ短

也
、若
ヨ李

自

長
轟於

絶

句

斯

可
v謂
昌其

　

　

天

性

也

、是

乃

如
昌李

于

鱗

所

"評

焉

蓋

以
ネ

用

意

一

　

　

得
v之
、而

巧

者

反

失

矣
、臼

之

詩

云
、廬

山

西

南

五

　

(

　

　

老

峰
、青

天

削

出

金

芙

蓉
、九

江

秀

色

可
昌攬

結
n吾

　

　

將
コ此

地

巛果
昌雲

松
嚇此

詩

從
v首

至
.九

江

秀

色
自則

入

733

　

レ看

而

出

昌于

口
門自

然

之

調
、其

不

用

意

岩

也
、可
昌攬

　

　
　
　
　
　
　
　
作

詩

質

的

能
く
絶
句

の
體
を
得
す
し
て
而
し
て
張

ひ

て
律
を
作
ら
む
と
欲

す
る
者
は
、途
に
詩
を
成
す
こ
と
能

は

ざ
る
な
り
、先
づ
絶
伺
を

作
る
こ
と
百
數
に
し
て
而
し
て
其
の
體

に
熟
し
、而
し
て
後
に
律

を
作
る
を
習
ふ
可
き
な
り
、張
蔚

然

曰
く
、五
言
古
は

七
言
古
よ

り
難
く
、七
言
古
は
絶
よ
り
難
く
、絶
は
律

よ

り
難
し
と
、李
東
陽

曰
く
、李
太
白
集
、七
言
律
は
止
だ

二
三
首
、孟
浩
然
集
は
、止
だ
二

首
、孟
東
野
集

は

「
首
無
し
、皆
以
て
天
下
に

名

あ

り
て
後
世
に

傳
ふ
、詩
奚
ぞ
必
す
し
も
律
を
以

て
爲

さ
む
や
と
、此
れ
等
の
言
、

實
に
然
る
か
な
、故
に
少
年
輩
、絶
句
を

以

て
易
し

と
爲
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
。

絶
句
實
に
律
よ
り
難
し
、撚
れ
ど
も
、亦
其
の
人

の
稟
性
に
因
り

而
し
て
自
ら
長
す
る
所
短
な
る
所
あ
る
な
り
、李
白
が
絶
句
に
長

す
る
若
き
も
、斯
れ
其
の
天
性
と
謂

ふ

べ

き
な
り
、是
れ
乃
ち
于

鱗
の
評
す
る
所

の
如
く
、蓋
し
不
用
意

を
以
て
之
れ
を
得
、而
し

て
巧
な
る
者

は
反
つ
て
失
す
、白
の
詩

に
云
ふ
コ廬
山

の
酉
南
.五

老
峰
、青
天
削
出
す
金
芙
蓉
、大
江
の
秀
色
攬

結
す
可

し
、吾
れ
將

に
此
の
地
に
雲
松
に
…巣
は
む
と
す
」此

の
詩
、首
よ
り

九
江
の
秀

色
に
至
り
て
は
、期
ち
看
に
入
り
て
而
し
て

口
に
出
つ

る
自
然

の
調
.共

の
不
用
意
な
る
者
な
り
、攬
結

す

可
し
の
三
字
、些
し
く

工
夫
を

用
ゆ
、結
句
の
造
意
、巧
に
し
て
而
し
て
勢
を
失
す

る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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蓴

　
　
　
　
　
　
目

本
詩

話
叢

書

結
一三

字
、些

用
昌工

夫
「結

句

造

意
、巧

而

失
レ勢

者

歟
、

其

他

五

七

言

絶

句
、若
畠于

鱗

之

選

所
ワ載

焉
、則

最

其

秀

逸

者
、作

者

宣
以

法

效
焉

也
、朱

元

晦

詩

云
、

我

來

萬

里

駕

長

風

絶

壑

層

雲

許

鍛
v胸
、濁

酒

三

杯

豪

興

發
、朗

吟

飛

下

祝

融

峰
、此

詩

出
昌於

李

自

之

豪

放
納而

可
レ謂
昌首

尾

不
ワ失
v勢

矣
。

唐

僧

玄

覽

詩

云
、大

海

從
昌魚

躍
萇

察

任
昌鳥

飛
嚇朱

元

晦

嘗

書
昌此

句
嚇且

跋
v之

日
、大

丈

夫

處
v世

不
v可
一

γ無
昌此
氣

象
嚇此

句

實

見
昌氣

象
h元

晦

固

好
昌此

氣

象
、

故

其

祀

融

峰

之

詩
、亦

足
F見
昌其
氣

菓
矣

。

詩

者

所
昌以

言
7志
、而

後

世

之

作

詩
、雖
罵多

工

設
v詞

非
諡其

實

情
ハ然

亦

足
ヨ以

觀
昌其

人

心

之

曲

直

剛

柔
噂

矣
、然

且

唐

代

以
ソ詩

爲
昌選

級
h則

亦

繆

戻

矣
、宣

宗

時
、令

狐

相

進
嵩李

遠
嚇宣

宗

日
、比

聞

李

遠

詩

云
、長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

か
、共
の
他
の
五
七
言
絶
句
に

し
て
、于
鱗

の
選
に
載

す
る
所
の

若
き
は
、則
ち
最
も
其
の
秀
逸
な
る
者
、作
者
宜

し
く
以

て
法
效

す
ぺ
し
、朱
元
晦
の
詩
に
云
ふ
「我
來

つ
て
萬
里
長
風

に
駕
し
、絶

壑
暦
雲
許
く
胸
を
盪
す
、濁
酒
三
杯
豪

興
發
し
、朗
吟
飛
び

下

る

靦
融
峰
」此
の
詩
、李
白

の
豪
放
よ
り
出

で

ゝ
而
し

て
首
尾
勢
を

失
せ
す
と
謂
ふ
べ
し
。

,

唐

の
僣
玄
覽
の
詩
に
云
ふ
「大
海
魚
の
躍

る

に
從
ひ
、長
塞
鳥
の

飛
ぶ
に
任
す
」朱
元
晦
嘗
て
此

の
句
を

書
し
て
、且
つ
之
れ

に
跋

し
て
曰
く
、大
丈
夫
の
優
に
處
す

る
、此

の
氣
象
無
か

る

べ
か
ら

す
と
、此
の
句
實
に
氣

象

を
見
る
、元
晦
固
よ
り
此
の
気
象
を
好

む
、故
に
其
の
貌
融
峰
の
詩
も
、亦
其
の
氣
象
を
見
る
に
足
れ
り
。

詩
は
志
を
言
ふ
所
以
、而
し
て
後
世

の

作
詩
、多
く

は
エ
に
詞
を

設
け
、共
の
實
唐
に
非
す
と
雖

へ
ど
も
、然
れ
ど
も
、亦
以
て
其
の

入
心
の
曲
直
剛
柔
を
觀
る
に
足
れ
り
、然
れ
ど
も
且
つ
唐
代
詩
を

以
て
耀
級
と
爲
す
は
、則
ち
亦
繆

戻
な
り
、宣
宗
の
時
、令
狐
相
、李

遠
を
進
む
、宣
宗
曰
く
、比
ろ
聞
く
、李
遠

の
詩

に
云
ふ
「長
日
唯
だ

銷
す

}
局
の
棋
もと
、豈
に
以
て
郡
に
臨
む

べ
け

む
や
と
、斯
の
如

,



隻
　

唯

銷

一
局

棋

豈

可
畠以

臨
サ郡

哉
.如
レ斯

者
、可
γ謂
v泥
昌

　
　

於

詞
陶矣
、以
v詩

觀
v人

者
、因
嘗其

風

調

趣

向
以

可
v觀
`
、

　
畷

其

氣

質
騎也
、臼

樂

天

詩

云
、無

事

日

月

長
、不

覊

天

　
　

地

濶
、孟

郊

詩

云
、出
レ門

帥

有
v礙
、誰

謂

天

地

寛
、斯

　
　

自

知

其

壙

與
v褊
、其

氣

質

可
レ知

也
、李

紳

詩

云
、春

　
　
種

一
粒

粟
、秋

收

萬

顆

子
、四

海

無
昌問

田
ハ農

夫

獪

　
　
餓

死
、鋤
v禾

日

當
v午
、洋

滴

禾

下

士
、誰

知

盤

中

喰
、

　
　
粒

粒

皆

辛

苦
、呂

温

云
、此

人

必

爲
昌卿

相
一果

如
昌其

　
　
言
門斯

亦

所
冠以

觀
昌其

志
焉

、作

者

宜
自省

戒
也

、且

李

　
　
白

詩

多

豪

放
、杜

甫

詩

多

悲

慨
、亦

其

氣

質

不
v可
レ

　
　
誣
焉

耳
。

375

古

詩

則

十

九

首

以

下
、至
昌於

六

朝
嚇可
5以

儀

刑
焉

、

近

體

則

唐

人

共

宗

也
、而

唐

詩

之

纂

集

雖
ド多

也
、

李

于

鱗

之

選

最

其

醇

粹

也
、則

作

者

宜
言以

爲
昌準

　
　
　
　
　
作

詩

質

的

き
者
は
、詞
に
泥
む
と
謂
ふ
ぺ
し
、詩
を
以

て
入

を
觀
る
は
、其
の

風
調
趣
向

に
因
り
て
以
て
其
の
氣
簣
を
觀

る
べ
き
な
り
、白
樂
天

の
詩
に
云
ふ
「無
事
紐
月
長
く
、不
覊
天
地
闊

し
』孟
郊

の
詩
に
云

ふ
「門
を
出
つ
れ
ば
帥
ち

礙
有
り
、誰
か
謂

ふ
天
地
寛
し

と
」斯
れ

自
ら
知
る
、其

の
曠
と
褊
と
、其
の
氣
質
知
る

べ

き
な
り
、李
紳
の

詩
に
云
ふ
「春
は
種
う

一
粒

の
粟
、秋
は
牧
む

萬
顆
の
子
、四
海
間

田
無
し
、農
夫
獪
餓
死
す
、禾
を
鋤
き

て

日
午
に
當
り
、汗
は
滴
る

禾
下
の
土
、誰
か
知
ら
む
盤
中
の
喰
、粒
々
皆
辛
苦
、
呂
温
云
ふ
、此

の
入
必
す
卿
相
と
爲
ら
む
と
、果
し
て
其

の
言

の
如
し
、斯
れ
亦

其

の
志
を
觀
る
所
以
な
り
、作
者
宜
し
く
省
戒

す

べ

き
な
り
、且

つ
李
白
の
詩
多
く
は

豪
放
、杜
甫
の
詩

多

く
は
悲
慨
、亦
其
の
氣

質
、誣
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。

古
詩
は
則
ち
十
九
首
以
下
、六
朝
に
至
る
、以

て

儀
刑
す
べ
し
、近

體
は
　
ち
唐
人
其
の
宗
な
り
、而
し
て
唐
詩

の
纂
集
多
し
と
雖

へ

ど
も
、　
干
鱗

の
…選
最
も
其
の
醇
　
　な
れ
ば
.則
ち
作
者
宜
し
く

以
て
準
的
と
爲
す
ぺ
し
、然
れ
ど
も
、常
を
厭

ひ
奇

を

好
む
は
、斯

九



3if書

　 　
　

　
　
　

日
r本

詩

話

叢

書

的
焉

、然

厭
v常

好
v奇
、斯

庸

俗

之

態
、而

于

鱗

唐

詩

選

者
、幼

童

亦

以

爲
レ常
、則

或

厭
v之
、更

好
昌新

奇
口者
、

固

不
v得
E詩

之

所
禺以

爲
ツ詩

故

也
、明

解

縉

云
、漢

魏

質

厚
於

丈
翼

朝

華

淨
昌於

實
「具
昌文

質

之

中
嚇華

實

之

宜
、惟

唐

人

爲
ゼ然
、故

後

之

論
v詩
、以
y唐

爲
γ術
、宋

人

以
議

論
爲

v詩

元

人

粗

豪
、不
v脱
氈

裘

童

酪

之

氣
帆雖
v欲
贔追
v唐

邁
ワ宋
、去
v詩

盆

遠

矣
、此

評

亦

可
噛以

鑒
焉

。

論
昌作

詩

體

裁
一者
、非
篇亦

不
聯多

也
、然

後

鋼

南

宋

嚴

槍

浪

詩

話
、元

陳

繹

曾

詩

譜
、助

王

敬

美

藝

圃

襭

餘
、前

則

梁

鍾

蠑

詩

品
、是

最

其

精

密

者

也
、作

者

不
γ可
6以

不
7覽

也
。

予

之

比
弖少

壯
也

、則

作
レ詩

者
、依
脇嚴

搶

浪
、及

明

人

之

指

揮
叫以

辨
昌宋

之

俗

臭
嚇而

奪

學
"唐

之

風

調

乃

　

　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
Q

れ
庸
俗
の
態
に
し
て
、而
し
て

于

鱗

の
唐
詩
選
は
、幼
童
も
亦
以

て
常
…と
爲
し
、則
、ち
或
は
之
れ
を
厭

ひ
、更
に
新
奇

を
好
む
は
、固

よ
り
詩
の
詩
た
る
所
以
を
得

ざ

る
故
な
り
、明

の
解
縉
云
ふ
、漢

魏
は
質
文
よ
り

厚
く
、六
朝

は
華
實
に
浮
ぐ
、丈
質
の
中
華
實
の

宜
し
き
を
具
す
る
は
、惟
だ
唐
人
を

然

り

と
爲
す
、故
に
後
の
詩

を
論
す
る
、唐
を
以
て
術
と
爲
す
、宋
人
は
議
論
を

以

て
詩
と
爲

し
、元
人
は
粗
豪
に
し
て
、氈
嚢
童
酪

の
氣

を

脱
せ
宇
、唐
を
追
ひ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

ぐ

宋

に
邁
ぎ
む
と
欲
す
と

雖

へ
ど
も
、詩
を
去

る
こ
と
釜
遶
し
と
、

此

の
評
亦
以
て
鑒
み
る
べ
し
。

作
詩
の
罷
裁
を
論
す
る
者
、亦
多
か
ら
ざ

る

に
非
す
、然
れ
ど
も

後
に
は
則
ち
南
宋
の
嚴
滄
浪
の
詩

話
、元

の
陳
繹

曾
の
詩
譜
、明

の
王
敬
美
の
藝
圃
獺
餘
、前
に
は
則

ち

梁

の
鍾
蠑
の
詩
品
、是
れ

最
も
其
の
精
密
な

る
者
な
り
、作
者
以
て
覽

ざ

る

べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

予
の
少
壯
な
る
比
ひ
、則
ち
詩
を

作

る
者
、嚴
滄
浪
、及
び
明
人
の

指
揮
に
依
り
て
、以
て
宋
の
俗
臭

を
辨
じ
、而
し

て

專
ら
唐
の
風

調
を
願
む
で
、乃
ち
詩
を
善
く
す
る
者
、世

に

多
く
有
り
、兩
し
て

●
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霊
尸
詩

者
、世

多

有

焉
、而

其

集

往

往

行
驫于

世
"矣
、而

近

年

聞
レ之
、或

稱
部宋

元

體
門而

務

出
昌奇

巧
嚇俚

諺

譜

謔
、以

爲
γ詩

者
、亦

世

多

有

焉
、是

流

俗

之

所
昌以

使
一

レ然
也

歟
、夫

宋

元

之

於
v詩

以

爲
ガ
何

是

原
一焉

耶
、蘇

東

坡
、黄

山

谷
、陸

放

翕

之

徒
、皆

是

學
昌唐

人
苡

擬
』

議

之
n加

以
昌其

奇

巧
著

耳
、而

今

之

作

者
、不
v學
昌宋

人

之

所
τ學
、而

學
u宋

人

之

薪

奇

「斯

獪
下不
v學
昌柳

下

惠

之

所
7可
、而

學
中柳

下

惠

之

所
ゆ爲

也
、叉

譬

v之

如
'

學

v畫

者
、欲
v學
v畫
v虎
、而

殆

爲

v如
v猫
、欲
v學

其

如

ジ猫

而

當

う爲

昌怪

物
一不
v思

之

甚
∵
也
.

司

馬

淵

公

日
、詩

云
、鮮

羊

墳

首
、三

星

在
v霤

言
v不

レ

可
レ久
、古

人
爲
レ詩

費
ヨ於

意

在
昌言

外
嚇使
嵩人

思

而

得
"

之
、近

世

詩

人
、唯

杜

子

美
、最

得
昌詩

人

之

體
嚇叉

歐

陽

永

叔
、好

誦
了竹

逕

逎
幽

處
肖皹

房

花

木

深

之

句
晶

　
　
　
　
　
作

詩

質

的

其
の
集
.往
往
世
に
行
は
る
、而
る
に
近
年
之

れ

を
聞
く
.或
は
宋

元
體
と
稱
し
、而
し
て
務
め
て
奇
巧
を

出
し
、俚
諺
諧
謔
.以
て
詩

と
爲
す
者
、亦
世
に
多
く
有
り
、是
れ
流
俗

の
然
ら

し

む
る
所
以

な
る
か
、夫
れ
宋
元
の
詩
に

於

け
る
、以
て
何
れ

に
是
れ
原
く
と

爲
す
か
、蘇
東
坡
・黄
山
谷
・陸
放
翕
の
徒
、皆

是
れ
唐
人
を
學
び
、以

て
之
れ
に
擬
議
し
、加
ふ
る
に
共
の
奇
巧
を
以
て
す

る
者
の
み
、

而
し
て
今
の
作
者
、宋
人
の
學

ぶ
所

を
學

ぼ
す
、而
し
て
宋
人
の

新
奇
を
學
ぶ
は
、斯
れ
獪
柳
下
惠
の
可
な

る
所

を
學

ば

す
し
て
、

而
し
て
柳
下
惠
の
爲
す
所
を
學
ぶ
が
ご
と
き
な
り
、叉
之
れ
を
譬

ふ
る
に
、書
を
學
ぶ
者
、虎
を
書
く
を
學

ば

ん
と
欲
し
て
、而
し
て

殆
ど
猫
の
如
き
を
爲
し
、其
の
猫
の
如
き

を
學
ぱ
む

と

欲
し
、而

し
て
當

に
怪
物
を

爲
す
べ
き
が

如
し
、思
は

ざ
る
の
甚
し
き
な

」リ
。

司
馬
濫
公
曰
く
、詩
に
云
ふ
「祥
羊
墳
首
、三
星
霤
に
在
陰
」と
は
、久

か
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
、古
入
詩

を

爲
る
、意
、言
外
に
在
る
を

貴

ぶ
、人
を
し
て
思
ひ
て
而
し

て
之
れ
を
得
し
む
、近
世
の
詩
人
、

唯
だ
杜
子
美
、最
も
詩
人
の
體
を
得

た

り
と
、又
歐
陽
永
叔
好
み

て
「竹
逕
幽
處
に
通
じ
、禪
房
花
木
深
し
あ

句
を

誦
し
、以
て
及
ぶ

一

一



日

本

詩

話

叢

書

跚
　

以

爲
レ不
v可
v及
、此

佗

東

坡

山

谷

放

翕

之

徒
、隨
謹其

雪

」～～～～へ1V～ へA八(1VVV㌔ ～～～～～～～～～～ヘハ.へM(!VV)ti....,.r

所
ワ好
、而

宋

人

之

所
ヨ以

慕

唐

人
著

、皆

徇
昌其

興

象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

風

調
一爾
、然

及
"其

自

作

"也
、則

或

陷
"於

理

窟
h斯

其

時

勢

、窮

理

之

弊

歟
、黄

山

谷

云
、學

昌老

杜

詩

n所
レ謂

刻
v鵠

而

不
"成

、尚

類
レ鶩

也
、學

亀晩

唐

諸

人

詩

所

v謂

作
響法

於

涼
嚇其

弊

獪

貪
、作
昌法

於

貪
n弊

將
晶若
v之

何
h

又

嚴

搶

浪

云
、近

代

諸

公
、乃

作
昌奇

特

解

會
嚇邃

以
鵠

交

字

爲

ジ詩
、以
呂才

學

喟爲
v詩
、以
鴫議

論

爲
ピ
詩
、夫

豈

不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

v工
、終

非

M古

人

之

詩

蝉也
、斯

宋

人

之

詩

、其

病

可
昌以

知
'也
、而

近

世

輕

淺

作

者
、妄

厭
昌唐

調
肖好

擬

畠宋

人

人

奇

巧
嚇是

亦

嚴

朋

所
γ謂

野

狐

外

遘
、蒙
昌蔽

其

眞

識
n不
膨可

昌救

藥

n絡

不
ヴ悟

者
、叉

所
γ謂

有
協下

劣

詩

魔
ハ

入
畠其

肺

腑

之

問
n由
昌立

志

之

不
ツ高

者

也
。

昔

年

門

人

某
、以
卞當

時

唱
昌宋

風
著

之

新

年

詩
畠示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
蠍

べ
か
ら
す
と
爲
す
、跿
の
他
、東
坡
・山
谷
ゼ放
翕
の
徒
、其
の
好
む
所

に
隨
ひ
、而
し
て
宋
人
の
唐
人
を

慕

ふ

所
以
は
、皆
其
の
興
象
風

調
を
樹
ぶ
の
み
、然
れ
ど
も
.其
の
自
ら
作

る

に
及
び
て
は
、則
ち

或
は
理
窟
に
陷
る
、斯
れ
其
の
時
勢

窮

理

の
弊
か
、黄
山
谷
云
ふ
、

老
杜
の
詩
を
學
ぶ
は
、謂
ゆ
る
鵠
を
刻
し
而
し

て
成

ら
ざ
る
も
、

衙
鶩
に
類
す
る
な
り
、晩
唐
諸
人

の
詩

を
學
ぶ
は
講

ゆ
る
法
を

涼
に
作
す
も
、共
の
弊
獪
貪
、法
を
貪
に
作

さ

ば
、弊
將
に
之
れ
を

碧
何
せ
む
と
す
、叉
嚴
滄
浪
云
ふ
、近
代

の

諸
公
、乃
ち
奇
特

の
解

會
を
作
し
、途

に
交
字
を
以
て

詩

と

爲
し
、才
學
を
以
て
詩
と
爲

し
、議
論
を
以
て
詩
と
爲
す
宀天
れ
豈
に
工
な
ら
ざ

ら

む
や
、経
に

古
人
の
詩
に
非
る
な
り
と
、斯
れ
宋

人
の
詩
、其

の
病
以

て
知
る

べ
き
な
り
、而
る
に
近
世
輕

淺

の
作
者
、妄

に
唐
調
を
厭
ひ
て
、好

み
て
宋
・人
の
奇
巧
に
擬
す
る
は
、是
れ
亦
嚴
劒
の
謂
ゆ
る
野
狐
外

道
、其
の
眞
識
を
蒙
蔽
し
、救
藥
す
べ
か
ら
す
、終
に
悟
ら

ざ
る
者
、

叉
謂
ゆ
る
下
劣
の
詩
魔
あ

り
て
、其
の
肺
腑
の

聞

に
入
る
、立
志

の
高
か
ら
ざ
る
に
由
る
者
な
り
。

昔
年
門
人
某
、當
時
宋
風
を
唱
ふ
る
者
の
薪
年
の
詩
を
以
て
予
に



書s79

γ予

問
昌其

可

否
嚇予

覽
v之
、其

詞

鄙

拙
、其

意

不
v屬
、無
亀

興

象

無
噸聲

調

竟

不
v成
v詩
、可
邑顰

蹙

一也
、因

戯

擬
"其

徒

之

所
ツ好
、賦

以

示
昌門

生

一日
、書

生

罷
F業

靦

新

年
門

有
v酒

有
v魚

亦

有

v錢
、出
レ谷

遯
v喬

彼

其

鳥
、處
v貧

辭

v寵
是

斯

賢
、黄

脣

強

舐

歐

蘇

粕

、自

鬢

獪

流

李

杜

涎
、豪

放

任
レ春

抛

世

務
嚇利

名

兩

遯

醉

中

仙
、如

レ斯

則

獪

宋

人

之

口

氣

、而

有

詩

之

形

歟

、然

是

不
v可
昌

以

爲
"詩

、非
昌予

之

所
。好
、小

子

戒

勿
レ喜
"如
v斯

風

牌
切

竊

昌古

人

之

詩
h偸
昌句

勢

王

也
、偸

}意

趣
曜次

也
、偸

女

詞

一其

下

也
、唐

人

期

偸

"之

於

六

朝

以

上
「古

人

往

往

有
昌徴
v之

者
「
父

盛

唐

以

下
、則

有
下偸
昌之

於

初

唐
噸

者
ハ李

臼

蘇

臺

覽

古
、只

今

惟

有
昌西

江

月
納曾

照
昌呉

王

宮

裏

入
嚇全

竊
"於

衞

萬

呉

宮

怨
一其

鳳

皇

毫

詩
、

則

擬
昌崔

顳

黄

鶴

樓

黄

而

敵
γ之

者

也
、沈

佳

期

詩
、

　
　
　
　
　

作

詩

質

的

示
し
て
其
の
可
否
を
問
ふ
、予
之
れ
を
覽

る
に
、共

の

詞
鄙
拙
、其

の
意
矚
せ
す
、興
象
無
く
、聲
調

無
く
、竟

に
詩
を

成

さ

す
、顰
蹙

す
べ
き
な
り
、因
り
て
戯
に
其

の
徒
の
好
む

所

に
擬
し
、賦
し
て

以
て
門
生
に
示
し
て
曰
く
「書
生
業

を

罷
め

て
新
年
を
親
す
、酒

有
り
魚
有
り
亦
錢
有
り
、谷
を
出
で
て
喬
に
遽

る
彼

の
北
、の
鳥
、

貧
に
處
し
寵
を
辭
す

是

れ
斯

の
賢
、黄
唇
強
ひ
て
舐
る
歐
蘇
が

粕
、白
鬢
獪
流
す
李
杜
が
涎
、豪
放
春
に
任

し

て
世

務
を
抛
ち
、利

名
困
な
が
ら
遯
る
醉

中

の
仙
」斯
の
如

き
も
、則
ち
獪
宋
人
の
ロ

氣
に
し
て
、而
し
て
詩
の
形
有

ら

む
か
、然
れ
ど
も
、是
れ
以
て
詩

と
爲
す
べ
か
ら
す
、予
の
好
む
所

に
非
す
、小
子
戒
め

て

斯
の
如

き
の
風
體
を
喜
ぶ
こ
と
勿
れ
。

古
人
の
詩
を
竊
む
に
、句
勢
を
倫
む

は

上

な
り
、鷙
趣
を
倫
む
は

次
な
り
、支
詞
を
倫
む
は
其
の
下

な

り
、唐
入
は
則
ち

之
れ
を
六

朝
以
上
に
倫
…む
、古
人
往
往
之
れ
を
徴
す

る

者

あ
り
、叉
盛
唐
以

下
は
、則
ち
之
れ
を
初
唐
に
倫

む

者
あ
り
、李
白
の
蘇
毫
覽
古

の

「只
今
惟
だ
西
江
の
月
の
み
有
り
て
、曾
て
呉

王

宮
裏
の
人

を
照

す
しは
、全

く

衞

萬

の
呉

宮

怨
を
竊
む
、其
の
鳳
皇
臺
の
詩
は
、則

ち
壗
頴
の
黄
鶴
樓

の
詩
に
擬
し
て
、而
し
て
之
れ
に
敵
す
る
者
な

り
、沈
栓
期
の
詩
に
「南
漲
海
に
浮
ぶ
人
何

れ

の
處
ぞ
、北
衡
陽
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三



日

本

詩

話

叢

書

謝
　

南

淨
畠漲

海
入

何

慮
、北

望
昌衡

陽
一雁

幾

羣
、而

韓

翊

薯

詩
、前

臨

漲

海

一無
6人

過
一卻

望

"衡

陽
一少
昌雁

飛
嚇是

全

竊

鎚栓

期

之

詩

一者

、而

其

格

調

亦

劣

矣
、王

維

詩
、九

天
宮
殿
開
商

闔
萬

國
衣
冠
拝
鳧
遡
蕪

離

難

脚

而

杜

甫

詩
、閭

闔

開
昌黄

道
表

冠

拜
驫紫

宸
「是

全

竊

牟

摩

詰
嚇而

其

風

調

不
v及

焉
、戴

叔

倫

除

夜

宿
昌

石

頭
詩

、族

館

誰

相

問
、寒

燈

獨

可
レ親

此

五

律

自
昌

高

適

除

夜

絶

句
囀想

出

焉
、叉

逾
昌友

人

東

贐
劉
詩
、萬

里

楊

柳

色
、出
v關

逢
昌故

人
h此

五

律
、自
昌王

維

渭

城

朝

雨
一興

發

焉
、盧

綸

月

照
邑何

年

樹
嚇花

逢
昌幾

度

人
嚇

此

一
聯
、蓋

得
越於

張

若

虚

不
v知

江

月

照
昌何

人
爾也
、

盛

唐

以

下
、多

有

"如
v斯

老

'也
、明

七

子
、七

言

聯

句
、

多

竊
昌句

勢

於

唐

人

律

調
↓作

者

覽

而

可
v擇

焉

也
"動

一
四

望
め
ば
雁
幾
群
」而
し
て
韓
翊

の
詩

に
「前
漲
海

に
臨
め
ぼ
人
の

過
ぐ
る
無
く
、卻

つ
て
衡
陽
を
望
め

ば
雁

の
飛

ぶ

こ
と
少
な
り
』

是
れ
全
く
偉
期
の
詩
を
竊
む
者
に
し
て
、而
し
て
其
の
格
調
も
亦

劣
れ
り
、王
維
の
詩
に
「九
天
の
宮

殿
閭
闔
を
開
き
、萬
國
の
衣
冠

冕
旒
を

拜
す
」
(
今
唐
詩
選
に
、
九
天
閻

闔
宮
殿
を
開
く
に
作
る
)而
る
に
杜
甫
の
詩

に
閭

閖
讐
黄
道
を
開
き
、衣
冠
紫
宸

を
拜
す
」是
れ
仝
く
摩
詰
に
竊
…み
て
、

而
し
て
共
の
風

調

及
ぱ
す
、載
叔
倫
の
除

夜
石
頭
に
宿
す

る
詩

「族
館

誰

か
相
問
は
む
、寒
燈
獨
親
し
む

可
し
」此
の
五
律
、高

適

の
除
夜

の
絶
句
よ
り

想

出
す
、又
友
人
の
東
歸
を
遘
る
詩
に
「萬

里
楊
柳

の
色
、關
を
出
れ
ば
故
人
に
逢
は
む
」此
の
五
律
は
、王
維

の
渭
城
朝
雨
よ
り

興
發
す
、盧
綸
の
「月
は
何
年
の
樹
を
照
し
、花

は
幾
.度
の
入

に
逢

ふ
」此
の

一
聯
は
、蓋
し
張
若
虚
の
「知
ら
す
江

月
何
人
を
照
す
しよ
り

得
る
な
り
、盛
唐
以
下
」多
く
斯
の
如
き
者

あ
る

な
り
、明
の
七
子
の
七

言
聯
句
は
、多
く
句
勢
を
唐
人
の
律

調
に
竊
む
、作
者
覽
て
而
し
て
擇
ふ
べ
し
。

唐

人

以
γ詩

爲
"專

門
亘

善

用
昌故

裏

然

讀

書

不
γ精
、　

唐
人
詩
を
以
て
專
門
と
爲
す
、且
つ
善
く
故

事
を
用
ゆ
、然
れ
ど
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則

不
レ免
鑓乎

謬

誤

騨宋

之

問

詩

、鎬

飲

周

文

樂
、汾

歌

漢

武

才
、王

維

詩

、欲
レ笑

周

文

歌
"燕

レ鎬
選

輕

漢

武

樂
γ横
ゲ汾
、蓋

斯

麼

詰

傚
識乎

之

問
哦而

與

致
ド謬

也
、魚

藻

之

詩
、美

昌武

王

一也
、非

女

王

都
Ψ鎬

也
、叉

王

維

詩

、

衞

青

不
レ敗

由

昌天

幸
門李

贋

無
v功

爲

菖數

奇
門斯

不
γ敗

由
昌天

幸
嚇則

霍

去

病
、非
。衞

青

"也
、高

適

詩
、李

廣

從

來

先

昌將

士
h衞

青

未
v肯
》學

孫

呉
鯛斯

不
v學
昌孫

呉

兵

法
剛則

霍

去

病
、非

昌衞

責

也
、如
v斯

之

誤
、亦

將
v不
寡

、

故

作

者

宜
v法
昌效

乎

唐

詩
門然

於
昌其

事

蹟

則

"不
v可
簑

以

不
昌自

擇

也

。

詩

存

昌別

材
h非
v關
v書

也
、詩

有
二別

趣
嘱
非
γ關
レ理

也
、然

非
昌讀
レ書

之

多
、明
v理

之

至

者

旧則

不
レ能
v作
、此

嚴

槍

浪
、奉
=
東

陽

之

徒
、所
昌與

言
"焉
、實

其

然

也
、然

且

今

謂
ヴ之
、雖
昌讀

書

多
一也
、徒

記
出古

事
鰰耳
、而

不
v有

を
心
操
蔦

　
　
　
　
　

作

詩

質

的

も
、讀
書
精
し
か
ら
ざ
れ
ば
、則
ち
謬
誤
を

免

れ
す
.宋
之
問
の
詩

に
「鎬
飮
周
文
の
樂
、汾
歌
漢

武
の
才
」王
維
の
詩

に
「周
文
の
鎬
に

燕
す
る
を
歌
ふ
を
笑
は
む
と
欲
し
、還

つ
て
輕
ん
す
漢
武
の
汾
に

横
ふ
を
樂
む
と
を
」蓋
し
斯
れ
摩
詰
、之
問

に
傚

ひ
、而
し
て
與

に

謬
り
を
致
す
な

り
、魚
藻
の
詩
は
、武
王
を
美
む
る
な
り
文
王
、鎬

に
都
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、叉
王
維

の
詩
に
「衞
…青
敗

れ

ざ
る
は

天
幸
に
山
る
、李
廣
功
無
き
は
數

奇

の
爲
め
な
り
」絣
れ
敗
れ
す

天
幸
に
由
る
は
、則
ち
霍
去
病
に
し
て
衞

青
に
非
ざ

る
な
り
、高

邁
の
詩
に
「李
廣
從
來
將
士
に
先
つ
、衛
青
未
だ

孫
呉
を
學

ぶ

こ

と
を
肯
ぜ
す
」は
、斯
れ
孫
哭
の
兵
法
を
學
ば

ざ

る
は
、則
ち
霍
去

病

に
し
て
、衞
青
に
非
ざ
る
な
り
、斯
の
如
き
の
誤
り
、亦
將

に
寡

か
ら
ざ
ら
む
と
す
、故
に
作
者
宜
し

く
唐
詩
に
法
效
-す

べ
き
も

然
れ
ど
も
、共
の
事
蹟
に
於
て
は
、則
ち
以
て

自
ら

擇
ぱ
ざ
る

べ

か
ら
ざ
る
な
り
。

詩

に
弱
材

あ
り
、書

に
開
す
る
に
非
ざ

る
な
り
、詩

に
別
趣
有
り

理
に
關
す
る
に
非
ざ
る
な
の
、然
れ

ど
も
、書
を
讀
む

の
多
く
、理

を
明
に
す
る
の
至
る
者

に

非
ざ
れ
ば
、則
ち
作

る
能
は
す
、此
れ

嚴
滄
浪
・李
東
陽
の
徒
の
與
に
言
ふ
所

に

し

て
、實
に
共

れ
然
る

な
り
、然
れ
ど
も
、且
つ
今
之
れ
を

謂
ふ
、讀
書
多
し
と
雖

へ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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日

本

詩

話

叢

書

者
、詩

無
昌氣

象

越

向

鄙

陋
、華

而

不
レ實

、柔

而

不
v剛
、

譬

獪
賢書

工

善

寫

昌花

鳥
宥

昌其

形
嚇有
翼

色
葡

無
v香

無

占聲

也
、楊

升

港

日
、杜

子

美

云
,讀

書

破
彪萬

卷
嚇下

ゲ筆

如
V有
レ憩
、此

子

美

自

言
昌其

所
ワ得

也
、讀

書

雖
V丕

爲
畠作

詩

"設
h然

智

中

有

瓢禺

卷

書

嚇則

筆

下

自

無
二

點

塵

一矣
、是

亦

然

矣

、然

予

有
γ疑

於

杜

甫

門甫

之

詩
、

有

.孔

丘

盜

跖

倶

塵

埃

句

h以
v是

觀
v之

其

於
v
詩
也
、

雖

昌名

逹

一也
、其

人

則

予

不
γ取

也
、若
卞志
昌于

聖

學

之

人
h豈

可
レ忽
緊以

昌聖

入
一與

昌盜

跖
一竝

罍
口上乎

哉
、見
昌其

詩

丈
嚇而

可
v知
昌其

爲
ガ
人

也
、則

我

黨

之

人
、雖
昌
一
言

一

句

㌦也
、可
γ不
昌輕

易

一也
。

文

詞

之

才
、有
v敏

有
〃遲
、於

昌其

作

"文
、相
,如

之

遲
、鄒

陽

之

敏
、其

稟

才

之

異
、不
v可
驫相

誣
一也
、於
γ詩

亦

爾
、

李

白

之

不

用

意
、杜

甫

之

苦

吟
、是

亦

其

才

不
シ可
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

徒
に
古
事
を
記
す

る

の

み
に
し
て
、蒔
し
て
志
操
有
ら
ざ
る
者

は
、詩
に
氣
象
無
く
、趣
向
鄙
陋
、華

に
し

て
而
し
て
實
な
ら
す
、柔

に
し
て
而
し
て
剛
な
ら
す
、譬

へ
ば
、獪

誰
工
が
善

く

花
鳥
を
寫

し
、共
の
形
あ
り
、其
の
色

あ

る
も
、而
か
も
香
無
く
聲
無
き
か
ご

と
き

な
り
、楊
升
菴
曰
く
祉
子
美

云
ふ
「h讀
書
萬
卷
を
破
る
、筆
を

下
し
て
瀞
有
る
が
如
し
」此
れ
子
美
自
ら
共
の
得
る
所
を
言
ふ
な

り
、讀
書
は
作
詩

の
爲
に
設
け
す

と

雖

へ
ど
も
、然
れ
ど
も
、智
中

萬
卷

の
書
あ
れ
ば
、則
ち
筆
下
自
ら

】
點
の
塵
無

し

と
、是
れ
亦

然
り
、然
れ
ど
も
、予
杜
甫
に
疑
あ
り
、甫

の
詩
に
「孔

丘
盜
跖
倶
に

塵
埃
」の
句
あ
り
、是
れ
を
以
て
之
れ
を

觀

れ
ば
、其
の
詩
に
於
け

る
や
、名
逹
と
雖
、共

の
人
は
則
ち
予
取
ら

ざ

る
な
り
、聖
學
に
志

す
人
の
若
き
、豈
に
聖
人
を
以
て
盜
跖
と
竝
言
す
る
に
忍
ぶ
べ
け

む
や
、其

の
詩
文
を
見
て
、而
し
て
且
ハ
の

人
と
爲
り
を
知
る
べ
き

な
り
、則
ち
我
が
黨

の
人
、
=
言

一
句
と

雖
、輕
易
に
せ
ざ
る
べ
き

な
り
。

交
詞
の
才
、敏
あ
り
遲
あ
り
、其
の
文
を
作
る

に
於
て
、相
如
の
遲
、

郷
陽
の
敏
、共
の
稟
才
の
異
、相
誣
ふ
べ
か
ち

虐

る
な
り
、詩
に
於

て
も
亦
爾
り
、李
白
の
不
用
意
、杜
甫

の

苦
吟
、是
れ
亦
其
の
才
、相

誣
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、明
の
都
穆
云
ふ
、世
人
詩
を

作

る
、敏
捷



　 ...,....r

相

誣
也

、明
都

穆

云
、世

人

作
v詩

以
晶敏

捷
爲

レ奇
、以
昌

蓮

篇

累

册
爲

ジ富
、非

昌知
γ詩

者

一也
、老

杜

云
、語

不
γ驚

人

死

不
ド休
、蓋

詩

須
昌苦

吟
嚇則

語

方

妙
、不
畠特

杜

爲
7

然

也
噛賈

闃

仙

云
、兩

句

三

年

得
、
一
吟

雙

涙

流
、孟

東

野

云
、夜

吟

曉

不
レ休
、苦

吟

鬼

紳

愁
、此

都

穆

之

言
、非
v不
レ是

也
、今

世

作
v詩

者
、亦

多

欲

敏̀

捷
門然

不

y有
呂其
才
嚇而

初

不
レ得
趣

向
嚇徒

索
昌捜

交

字
嚇張

疾

作

v句
、則
終

不
v成
v詩

故

不
v可
ヨ敢

喜
昌敏

捷
h若

得
晶其

趣
、

向
門而

首

尾

相

應
、乃

成
二

篇

詩
嚇然

不
レ可
昌直

以

示
7

人
、熟

吟
昌誦

之
嚇可
ヨ以

錬
昌其

風

調
也

、然

亦

不
v可
昌必

至
"苦
v心
、唯

伸

"其

志

情
嚇而

因

昌其

興

象

嚇乃

欲
ヨ以

使
昌

人

威
焉

耳
、非
敢

可
巾以
昌交

詞
驚

。人

也
、故

子

美

之

苦

吟
、亦

非
。敢

所

昌以

可
τ慕

也
、歐

陽

修

云
、孟

郊

賈

靄
　

島
、皆

以
γ詩

窮

至
レ死
、而

卒

生

尤

自

喜

爲
昌窮

苦

之

　
　
　
　
　
　
　

炸

詩

鬢

韵

を
以
て
奇
と
爲
し
、連
篇
累
冊
を
以
て

富

と
爲
す
は
、詩
を
知
る

者
に
非
ざ
る
な
り
、老
杜
去
ふ
「語
・入
を
驚
さ
ざ
れ

ば

死
す
と
も

休
ま
す
』と
、蓋
し
詩
は
苦
吟
を
須
ち
て
則
ち
語
方

に
妙
、特
に
杜

の
み
然
り
と
爲
さ
ざ
る
な
り
、賈
閥
仙

云
ふ
、、兩
句
三
年
に
得
、
一

吟
雙
涙
流
る
」孟
東
野
云
ふ
「夜
吟
曉
休

ま
す
、苦
吟
鬼
神
愁
ふ
」と

此
の
都
穆

の
言
、是
な
ら

ざ

る

に
非
ざ
る
な
り
、今
世
詩
を
作
る

者
も
、亦
多
く
敏
捷
を
欲
す
、然
れ
ど
も
、共
の
才

あ
ら
す
、而
し
て

初
め
よ
り
趣
向
を
得

す
し
て
、徒
に
文
字

を
索
捜
し
、強
ひ
て
疾

く
句
を
作
ら
ば
、則
ち
絡
に
詩
を
成

さ
す
、故
に
敢
て
敏

捷
を
喜

ぶ
べ
か
ら
す
、若
し
共
の
趣
向
を
得
、而
し
て
首
尾

相

應
じ
、乃
ち

幅
篇

の
詩
を
成
す
と
も
、然
れ

ど
も
、直
に
以

て
人
に
示
す
べ
か

ら
す
、熟
之
れ
を
吟
誦
し
、以
て
其
の

風
調
を
錬
る

べ
き
な
り
、然

れ
ど
も
、亦
必
す
心
を
苦
し
む
る
に
至

る

べ
か

ら
す
、唯
だ
其
の

志
情
を
伸
べ
、而
し
て
其
の
興
象

に
因

り
て
、乃
ち

以

て
人
を
し

て
感
ぜ
し
め
む
と
欲
す
る
の
み
、敢
て
丈
詞
を
以
て
人
を
驚
か
す

べ
き
に
非
ざ
る
な
り
、故
に
子

美

の
苦
吟
も
、亦
敢
て
慕
ふ
べ
き

所
以
に
非
ざ
る
な
り
、歐
陽
修
云
ふ
、孟
郊
・賈
島
、皆
詩
を
以

て
窮

し
て
死
す
る
に
至
る
、而
し
て
甼
生
尤
も
自
ら
喜
ん
で
窮
苦
の
句

を
爲
る
、叉
李
白
、杜
甫
に
戯
れ
て
云
ふ
「借
問
す

別
來
太
だ
痩
生
、

總
て
從
前
作
詩
の
爲

に
苦

し
む
」と
、此
れ
杜
甫
及

び
賈
嶋
・孟
郊

一
七
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露
本

詩

話

叢

書

句
嚇又

李

白

戯
昌杜

甫

一云
、借

問

別

家

太

痩

生
、總

爲
鷁

從

前

作

詩
輛苦
、此

杜

甫

及

賈

島

孟

郊

之

徒
、終

身

太

苦
於

詩
一者
、則

亦

非
雷學

者

之

所
昌以

敢

美
也

。

蓋

作
ゲ詩

者
、素

何

由

也
、春

秋

風

月

之

望
、花

鳥

物

候

之

看
、山

水

煙

波

之

觀
、人

世

哀

樂

之

會
、觸
昌乎

其

物
哨應
呂乎

其

事
門感
"於

心

胸
嚇發
昌於

唇

舌
h乃

假
昌文

詞
嚇以

伸
昌其

志

情
噛斯

所
v謂

詩

者

也
、亦

是

學

問

之

餘

暇

遊
卩于

藝

之

一
端

而

非
γ可
。敢

以

言
昌義

理
一也
、

亦

非
v可
罵敢

以

費
昌心

カ
一也
、故

我

黨

小

子
、苟

欲
v學

作
γ詩
者
、爾

鑒
手

竝
崩而

其

興

象

風

調
、則

可
v法
二乎

び

唐

人
嚇而

其

役
昌心

力

於

詩
噛則

不
レ可
γ傚
昌乎

唐

人
'也
。

　

　

　

餘

　

話

楊

升

菴

登
昌眺

山

寺
嚇見
眺雨

霽

虹

霓

下

飮
昌澗

水
一得

『句
云
、潟

虹

下

飮

玉

池

水
、尉

日

横

分

蒼

嶺

霞
、張

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
八

の
徒
.絡
身
太
だ
詩
に
苦
し
む
奢
、則
ち
亦
墨
者

の
敢

て

美
と
す

る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。

蓋

詩

を
作

る
は
、素
と
何
の
由
そ
や
、春
秋
風

月

の
望
、花
烏
物

候
の
看
、山
水
煙
波
の
觀
、人
世
哀
樂

の
會
、其
の
物
に
觸
れ
、共

の

事
に
應
じ
、心
胸
に
感
じ
、脣
舌
に
發
し
、乃
ち
交
詞
を

假
り
て
以

て
其
の
志
情
を
伸
ぶ
、斯
れ

謂

ゆ

る
詩
な
る
者
な
り
、亦
是
れ
學

問
の
餘
暇
藝
に
遊
ぶ
の

一
端

に
し
て
、而
し
て
敢
て
以
て
義
理
を

言
ふ
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
、亦
敢
て
以
て
心
力
を
費
す
べ
き
に
非

ざ
る
な
り
、故
に
我
が
黨
の
小
子
、苟
も
詩
を
作
る
こ

と

を
學
ば

む
と
欲
せ
ば
、徇
く
ば
茲
に

鑒
み
、而
し

て
共
の
輿
象
風
調
は
則

ち
唐
人
に
法
る
べ
く
、而
し
て
北
ハ
の
心
力
を
詩
に
役

す

る
は
、期

ち
唐
人
に
傚
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

　

　
餘

話

揚
升
菴
、出
寺

に
登
眺
し
、雨
霽
れ
、虹
霓
下
り

て
澗
水
を
飮
む
を

見
、句
を
得
て
云
ふ
「渇
虹
下
り
飮
む

玉
池
の
水
、斜
日
横
に
分
る

蒼
嶺
の
霞
」張
愈
光
曰
く
、斜

の
字
獪
未
だ
竭
の
字

に

稱
は
す
と
、



-
　
愈

光

日
、斜

字

獪

未
v稱
鴻

字
門後

一
年
、升

菴

偶
、閲
昌

　
　

莊

子
鞠逾

改
5睨

日
{愈

光

日
、渇

虹

睨

日
、古

今

奇

句
、

　
v

此

斜

潟

不
昌相

稱
↓睨

潟

以

爲
5奇

對
奢

、作

者

所
昌以

　
　

宜
ワ用
v意

也
、且

此

一
聯

氣

象

宋

詩

亦

有
舶如
レ斯

佳

　
　

者
一也
。

　
　

左

太

仲

詠

居

詩

云
、言

論

準
昌宣

尼
嚇辭

賦

擬
相

郵

　
　

是

豈

以
下若
昌相

如
一者
ハ爲
ゴ聖

人

之

對
"可

也

孳

哉
、文

　
　

人

之

不
v崇
昌徳

義
嚇亦

可
昌以

悪
鰰也
。

　
　

稽

康

幽

憤

詩

云
、母

兄

鞠

育
、有
V慈

無
威

、恃
レ愛

肆

　
　

姐
、不
v訓
不
v師
、爰

及
呂冠

帶
「憑
v寵

自

放
、予

讃
昌此

詩
嚇

　
　

疑
"其

爲
ツ人
、爲
"子

爲
v弟

者
、舍
昌己

之

懶

惰
葡

歸
昌罪

　
　

於

母

兄
苛

也

乎
。

　
　

東

坡

嘗

戲

謂

佛

印
「云
、讀
昌古

入

詩
嚇云

時

聞

、啄
y木

躅　
　

鳥
、疑

是

打
v門

僧
、又

云
、鳥

宿

池

邊

樹
、檜

敲

月

下

　
　
　
　
　
　
　

作
價詩

質

的

後

噌
年
、
升
菴

偶
莊

子
を

閲

し

、途

に
睨

日

に

改

む
.愈

光

曰
く

、渇

虹

睨

日
、古

今

の
奇

句

と
、此

の

斜

渇

相

稱

は
す

、睨

潟

以

て
奇

對

と

爲

せ
し

は
、作

者

宜

し
く

意

を

用

ふ

る

べ

き

所

以

な

瞬
、且

っ

此

の

一
聯

の
氣

象
、宋

詩

に

庵
亦

斯

の

如

き

佳

な

る
者

あ

る
な

り
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
●

左
太
仲

の
詠
居
の
詩
に
云
ふ
「言
論
宣

尼

に
準
じ
、辭
賦
相
如
に

擬
す
」是
れ
豈
に
相
如
が
若
き
者
を
以

て
.聖
人
の
對

と
爲
し
て

可
な
ら
む
や
、文
人
の
徳
義

を

崇
ば
ざ
る
亦
以
て

悪
む
べ
き
な

り̀
。

稽
康

の
幽
憤

の
詩
に
云
ふ
「母
兄
鞠
育
、慈
有
り

て
威
無
し
、愛
を

恃
み
て
姐
を
肆

に
し
、訓
せ
す

師

せ
す
、爰
に
冠
帶
に
及
び
て
、寵

を
憑
み
て
自
ら

放

に
す
し予
此
の
詩
を
讀
み
て
、其
の
人
と
爲
り

を
疑
ふ
、子
と
爲
り
弟
と
爲
る
者
.己
の
獺

惰

を
舎
て
ゝ
山而
し
て

罪
を
母
兄
に
歸
し
て
可
な
ら
む
や
。

東
坡
嘗
て
戲
に
佛
印
に
謂
ひ
て
濫
ふ
、古
人
の
詩
を
讃
む
に
云
ふ

「時
に
聞
く
木
を
啄
す
る
鳥
、疑
ふ
ら
く
は
是
れ

門
を

叩
く
僣

か

と
」叉
云
ふ
「鳥
は
宿
す
池
邊

の
樹
、僣
は

敲
く
月
下
の
門
」古
人
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
九
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日

本

詩

話

叢

書

門
、古

人

必

以
v鳥

對
v僭
、自

有
昌深

意
嚇佛

印

云
、所
臨以

老

信

今

日

常

得
鸛
響
學

士
靹束

坡

無
"以

應
嚇斯

嘲
呂佛

印

一己

反

爲
v鳥

可
v笑

也
。

明

初

眦

陵

士

人

女
、年

十

六
、能
γ詩
、其

破

錢

詩

云
、
噛

傘

輪

殘

月

掩
5塵

埃
嚇依

稀

獪

有
翻開

元

字

h想

得

清

光

未
γ破

時
、買

譫

人

間

不

夲

事
、賦

得

好

矣
、自

頭

先

生
、亦

將
v不
レ及
。

唐

頁

一二

中
、張

生

與
"崔

氏

女

鶯

鶯

一往

來
、後

棄
γ之

、

鶯

鶯

已

委
二身

於

入
嚇張

生

亦

娶
、適

經
菖其

所
嚇求
v見

不
v得

鶯

鶯

知
v之
、潛

賦

昌
一
章

一云
、
一
從
窮銷

痩

滅
昼容

光
肉萬

轉

千

回

懶
v下
v牀
、不
"爲
5旁

入

齢羞

不
δ起
、爲
レ郎

憔

悴

卻
,薀
v郎
、此

詩

情

態

可
γ愛
。

岑

參

詩

云
、三

殿

花

香

入
齢紫

薇
肖唐

中

書

省

、謂
5之

紫

薇

省
肖岑

參

時

在
昌申

書

省
嚇故

有
昌此

言

自白

居

易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

す
鳥
を
以
て
僣
に
甥
す
、自
ら
深
意

あ

り
、佛
印
云
必
、老
僭
今
日

常
に
學
士
に
對
す
る
を
得
る
所
以
と
、東
披
以
て
應
ふ
る
こ
と
無

し
、斯
れ
佛
印
を
嘲
り
て
、己
反
つ
て
鳥
と
爲
る
、笑
ふ
べ
き
な
り
。

明
の
初
、毘
陵
士
人
の
女
、年
十
六
、詩
を
能

く
す
、其

の
破
錢
の
詩

に
云
ふ
「牛
輪
の
殘
月
塵
挨
に
掩
は

る
、依
稀
と

し
て
獪
欄
元

の

字
有
り
、想
得
た
り
清
光
未
だ
破
れ
ざ

る

時
、買
蠱
す

人
聞
不
罕

の
事
し賦
し
得
て
好
し
、白
頭
先
生
も
亦
將
に
及
ば
ざ
ら
む
と
す
。

唐
の
貞
元
中
、張
生
、崔
氏
の
女
鶯
鶯
と

往
來
し
、後
之
れ
を
棄
つ
、

鶯
鴬
已
に
身
を
人
に
委
し
、張
生
も
亦
娶
る
、適
ぐ
其
所
を
經
、見
む

こ
と
を
求
れ
ど
も
得
す
、鴬
爲
之
れ

を

知
り
、潛
に

一
章
を
賦
し

て
云
ふ
、』

た
び
銷
痩
し
で
容
光
を
滅
せ

し

從
り
、萬
轉
千
回
牀

を
下
る
に
懶
し
、旁
人
の
爲

に
差
ぢ
て
起

た
ざ
る
に
あ
ら
す
、郎

が
爲
に
憔
悴
し
て
郤
つ
て
郎
に
差
づ
」此
の
詩
情
態
愛
す
ぺ
し
。

岑
參
の
詩
に
云
ふ
「三
殿
の
花
香
紫

薇

に
入
る
」唐
の
中
書
解
、之

れ
を
紫
薇
省
と
謂
ふ
、岑
參

時

に
申
轡
省

に
在
り
、故
に

此
の
言

あ
り
、白
居
易
の
詩
に
「紫
薇
花
は
對
す

紫
薇
郎
」と
、亦
中
書
郎
を



ー
　

詩
、紫

薇

花

對

紫

薇

郎
、亦

謂

中̀

書

郎
一今

唐

詩

選

　
　

作
昌紫

微
一誤

矣
。

　
　

題

鴃
、或

以

爲
。子

規
非

也
、儲

光

義

詩

云
、嬉

姑

鳴
昌

　

　

　
押

空

澤
疆

鴃

傷
コ秋

草
(岑

參

暮

秋

山

行

詩

云
、題

鴃

　
　

昨

夜

鳴
、惹

草

色

已

陳
、廣

韻
、題

鴃

春

分

鳴
、則

衆

　
　

芳

生
、秋

分

鳴
、則

衆

芳

歇
、字

叉

作
。…鶤

鴃
嚇卓

氏

藻

　
　

林
、以

爲
昌歳

暮

之

蝶

　
　

雲

淡

ぼ

輕

近

午

天
、傍
v花

隨
γ柳

過
縞前

川
嚇時

人

不

　

㏄

　
　

y識
轟吾
心

樂
肖將
v謂

偸
y閑

學
6少

年
庇

程

伯

淳

之

詩
、

　

皿

　

　

可
v謂
翻中

唐

風

調

一也
、所
v謂

心

樂

、以
昌他

人

一謂
v之
、唯

　

皿

　

　

當

レ爲

麟雅

趣
嚇作

者

之

意
、蓋

亦

特
昌以

爲

ワ使
闘人

思
。共

　

～

　
　

樂

何

如
歟
。

　
　
　
雲

裏

帝

城

雙

鳳

闕
、雨

中

春

樹
萬

人

家
、高

調

清

　
　
　
景

固
有
齢言

外

自

然

佳

趣
一矣
、俗

萬

庵

東

叡

山

詩

圃
　
　
　
　
　
　
　
　

作

時
婁

的

謂
ふ
、今
唐
詩
選
に
、紫
微
に
作
る
は
誤
喚
な
り
。

遇
鴃
、或
は
以
て
子
規
と
爲
す

は
非

な
り
、儲
光
義
の
詩
に
云
ふ
、

「嬉
姑
察
澤
に
鳴
き
、魑
鴃
秋
草
を
傷
む
、」岑
參
の
暮
秋
山
行
に
云

ふ
「遇
鴃
昨
夜
鳴
き
、葱
草
色
已
に
陳
す
』廣
韻
に
、遇
鴃
春
分
に
鳴

け
ば
、則
ち
衆
芳
生
じ
、秋
分
に
鳴
け
ば
、則
ち
衆
芳
歇
む
」と
、字
夊

鶚
鴃
に
作
る
、卓
氏
藻
林
に
、以
て
歳
暮

の
候
と
爲
す
。

「雲
淡
く
風
輕
し
近
午
の
天
、花
に
傍
ひ
柳

に
隨

つ
て
前
川
を
過

ぐ
、時
人
吾
が
心
の
樂
し
き
を

識

ら

す
、將
に
謂
は
む
と
す
閑
を

愉
む
で
少
年
を

學

ぶ

と
」此
れ
程
伯
淳
の
詩
、申
唐
の
風
調
と
謂

ふ
べ
き
な
り
、謂
は
ゆ
る
心
の
樂

し
き
は
、他
入
を

以
て
之
れ
を

謂
は
ば
、唯
だ
當
に
雅
趣

た

る
べ
し
、作
者
の
意
は
、蓋
し
亦
將
に

以
て
入
を
し
て
、其

の
樂
み
何
如
む
と
思
は
し
め
む
と
す
る
歟
。

・型嚢

の
帝
城
雙
鳳
闕
、留

の
春
黌

入
の
家
し、高
調
清
景
、固
よ

り
言
外
自
然
の
佳
趣
あ
り
、僣
萬
庵

の
東
叡
出

の
詩
に
、之
れ
を

竊
み
て
云
ふ
「雲
中
の
宮

殿
諸
天
の
宅
、雨
外
の
春
煙
五
鳳
樓
」、斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一=
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日
本
詩

話

叢

書

竊
レ之

云
、雲

中

宮

殿

諸

天

宅
、雨

外

春

煙

五

鳳

樓
、

斯

只

張

擬

似

者
、而

諸

天

宅

五

鳳

樓
、皆

虚

設
、非
邑

實

景

也
。

難

聲

茅

店

月
、人

跡

板

橋

霜
、斯

亦

五

言

妙

對
、李

東

陽

評
レ之

云
、人

但

知
蟹其

能

道
"覊

愁

野

況

於

言

意

之

表
叫不
v知
L
一
句

申
.不
v用
L

ご
間

字
正

提

綴

出
、物

色

字

樣
、音

韻

鏗

…鏘
、意

象

具

足
、始

爲
ガ難
レ得
]

李

徳

裕

云
、碌

山

之

亂
、上

皇

將
v欲
遽

奚

乃

登
昌花

蕚

樓
西

顧

悽

愴
、令
嚇樂

工

歌
昌水

調
甎

日
、山

川

滿

目

涙

沾
v衣
、富

貴

榮

華

能

幾

時
、不
v見

只

今

汾

水

上
、唯

有
脇年

年

秋

雁

飛
嚇上

聞
γ之

潛

然

出
財涕
、顧
嵩侍

御

者
一日
、誰

爲
.,昌此

詞
門或

對

日
、宰

臣

李

嬌
、上

日
、眞

才

子

也
、不
γ待
昌曲

終
蒲

去
、此

詩

實

使
昌人

戚

泣
[矣
、

李

于

鱗

何

不
v載
繞其

選
"焉
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ

れ
只
だ
強
ぴ
て
擬
似
す
る
者
に
し
て
、而
し

て

諸
天
の
宅
、五
鳳

褸
は
、皆
虚
設
、實
景
に
非
ざ
る
な
り
。

「難
聲
茅
店
の
月
、入
跡
板
橋
の
霜
」斯
れ
亦
五
言

の
妙
對
、李
東
陽

之
れ
を
評
し
て
云
ふ
、人
侃
だ
其
の
能
く
覊
愁
野
況
を
言
意
の
表

に
迸
ふ
を
知
り
て
、二
40
の
巾
、
=

同
の
聞
字

を

用
ひ
す
、止
だ
提

綴
し
出
す
、物
色
字
樣
.普
韻
鏗
鏘
、意
象

具
足
、始
め

よ
り
得
難
し

と
爲
す
を
知
ら
す
と
。

李
徳
裕
云
ふ
、祿
山
の
亂
、上
皇
將
に
邁
幸
せ

む

と
す
、乃
ち
花
蕚

樓

に
登
る
、四
顧
悽
愴
、樂
工
を
し
て
水
調
を
歌
は

し

む
、歌
ひ
て

曰
く
↓
山
川
満
目
涙
衣
を
沾
す
、富
貴
榮
華
能
く

幾
時
ぞ
、見
す
只

今
汾
水
の
上
り
、唯
だ
年
年
秋
雁

の
飛

ふ

有
り
」と
上
之
れ
を
聞

き
て
、潛
然
と
涕
を

出
し
、侍
御

者
を
顧
み
て
曰
く
、誰
か
此
の
詞

　
　
　

　

ヒ
ト

を
爲
る
か
、或
對

へ
て
曰
く
、宰
臣
李

嬌
と
、上
曰
く
、其
の
才

子
な

り
と
、曲

の
終
る
を
待
た
す
し

て
去
る
、此
の
詩
、實
に
入
を
し
て

感
泣
せ
し
む
、李
于
鱗
何
ぞ
其
の
邏
に
載

せ
ざ
る
や
。



7
　
李

自

清

李

調
、春

風

拂
v鑑
、李

濬

撫

異

記
、作
春

風

　
　

拂
"曉
、此

觀
.於

露

華

濃
h檻

作
γ曉

爲
v是

矣
、且

此

時

　
　

也
、玄

宗

乘
邑月

夜
願之

興

也
。

　
～

　
　

唐

陳

京

葆

化

録

云
、李

頻

與
芳

慮

士

于
一爲
昌吟

友
h

　
　

頻

有
写題
昌四

皓

廟

詩

百

言
寄

鎖

云

東

西

南

北

人
、

　
　

高

跡

此

相

親
、天

下

已

購
y漢
、山

中

獪

避
v秦
、龍

櫻

　
　

曾

作
v客
、鶴

斃

不
『爲
レ臣
、獨

有

千

年

後
、青

松

廟

木

　
　

春
、示
鼬於

子
一于

笑

而

言
、善

則

善

已
、然

内

有
三

学

　

噂
未
ツ穩
、作

字

太

粗
、蒲

難
v換
、爲

字

甚

不
v當
、于

聞

牽

　
　

士

之

濱
、莫
財非
主

臣
語

改

作
昌稱

孚
蘋

途

拜

爲
二

　
　

字

之

師
門唐

人

之

精
昌錬

于

詩
赤

可
苡

見
一也
。

　
　

白

行

簡

三

夢

記

云
、元

和

四

年
、河

南

元
微

之
、爲
昌

　
　

監

察

御

吏
肉奉
昌使

劍

外
嚇踰
v旬
、予

與
昌仲

見

樂

天
、隴

鞠
　

西

李

拘

直
h同

遊
昌曲

江
h詣
"慈

恩

佛

舍
n偏

歴
鰌僭
…
院
「

　
　
　
　
　
　
　

作

詩

質

的

李
白
の
溝
雫
調
の
「春
風
檻
を
拂
ふ
」を
、李
濬
の
癜
…異
記
に
「春
風

曉
を
佛
ふ
」に
作
る
、此
れ
「露
華
濃
な
り
た

觀
れ
ば
、檻
を
曉
に
作

る
を
是
と
爲
す
、且
つ
此
の
時
は
、玄

宗
月
夜

の
興
に
乘
す
る
な

り
。

唐
の
陳
京
の
葆
化
録

に
云
ふ
♪李
頻
、方
處
士
于
と
吟

友
た
り
、頻

「四
皓
廟
に
題
す
る
詩
あ
り
、自
ら
奇
絶

と

言
ふ
、云
く
「東
西
南
北

の
人
、高
跡
此
に
相
親
し
む
、天
下

已

に
漢
に
歸
す
、山
中
獪
秦
を

避
く
、龍
樓
曾
て
客
と
作
る
、鶴
斃
臣
と

爲

ら
す
、獨
有
り
千
年
の

後
、青
松
廟
木
の
春
」と
、于
に
示
す
、于
笑

ひ
て
言
ふ
、善
は
則
ち
善

な
り
、然
れ
ど
も
、内
二
字
の
未
だ
穩
な
ら
ざ

る
あ
り
、作

の
字
太

だ
粗
、而
れ
ど
も
換

へ
難
し
、爲
の
字
甚

だ
當
ら
す
、于
聞
く
、率
土

の
濱
↓王
臣
に
非
ざ

る
は
莫
し
と
、請
ふ
改
め

て
稱
の
字
と
作
さ

む
、頻
途
に
拜
し
て

一
字
の
師

と

爲
す
、唐
人
の
詩
に
精
錬
な
る
、

亦
以
て
見
る
べ
し
。

白
行
簡
の
三
夢
記
に
云
ふ
、元
和
四
年
、河
南

の

元
微
之
、監
察
御

史
と
爲
り
、劍
外
に
奉
使
し
て
旬

を
踰
ゆ
.予
、仲
兄
樂
天
隴

西
の

李
杓
直
と
、同
じ
く
曲
江
に
遊

び
、慈
恩
佛
ム
ロに
詣
り
、偏
く
僣
院

を
歴
、淹
留
時
を
移
し
、同
じ
く
杓
直
の
修
行
塁

の
第
に
詣
り
、酒

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

二
三



　
　
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

鋤
　

淹

留

移
v時
、同
諳

杓̀

直

修

行

里

箜

命
v酒

對

酌
、甚

　

　

歡

暢

、兄

停
ド杯

日
、微

之

當
v逹
v梁

矣
、題
昌
一
融扁
于

壁
鞠

　

　

其

詞

日
、春

來

無
v計
レ破
働春

愁

一醉

折
昌花

枝

一作
昌酒

簿

嚇

　

　

忽

憶

故

人

天

際

去
、計
v程

今

日

到
矗梁

州

嚇實

二

十

　
)
　

一
日

也
、十

許

日
、侖
尸
梁

州

使

適
,至
n獲
昌微

之

書

一

　

.
凾
嚇後

寄
二紀
V夢

詩

鱒
一
篇
門其

詞

日
、夢

君

兄

弟

曲

江

　

　

頭
、也

入
"慈

恩

院

裏

遊

、薦
v吏

喚
v人

排

v罵

去
、覺

來

　

　

身

在
鵠古

梁

州
嚇日

月

與
昌遊
v寺

題
ツ詩

率

同
、斯

自

居

　
　
易
元
種
結
交
之
嘩
可
譫
寄
朶
瀦

、鮴
鷺

、貅
翫

1

來
、作
二忽

驚
↓然

此

行

簡

記

當
レ爲
レ
正
。

唐

寧

王

曼

貴

盛

、寵

妓

數

十

人
、宅

左

有
昌賣
v餅

者
噛

妻

繊

自

明

媚

、王

一
見

注
v目
、厚

遺
昌其

夫

一取
v之
、寵

惜

邇
v等
、環

歳

因

問
『之
、汝

復

憶
昌餅

師
鱒否
、默

然

不

v對

、王
召
昌餅

師

種

見

v之
、其

妻

注

覗
、雙

涙

垂
v類
、若

二
四

を
命
じ
て
樹
酌
し
、甚
だ
徴
暢
す
、兄
杯

を

停
め
て
曰
く
、微
之
當

に
梁
に
逹
す
べ
し
と
、
}
篇
を
壁

に
題
す
、其
の
詞
に
曰
く
『春
來

春
愁
を
破
る
に
計
無
し
、醉
う
て
花
枝
を

折

つ
て
酒
籌
と
作
す
、

忽
ち
憶
ふ
故
入
天
際
に
去
る
を
、程
を
計

る
に
今
日
梁
州
に
到
ら

む
」實
に
十

}
日
な
り
、十
許
日
に
し
て
、梁
州

の

使
適
ぐ
至

る

に

會
し
、微
之
の
書

一
函

を

獲
た
り
、後
に
夢
を
紀

す
る
詩

一
篇
を

寄
す
、其
の
詞
に

日
ぐ
「夢
む
君
が
兄

弟
曲
江
の
頭
、也
た
慈
恩
院

裏
に
入
つ
て
遊
ぶ
、吏
に
屬
し
人
を
喚
む
で
馬

を

排
し
て
去
る
陽

覺
め
來
れ
ば
身
は
古
梁
州
に
在
り
」日
月
と
寺
に
遊
び
詩
を
題
す

る
と
率
ね
同
じ
と
、斯
れ
白
居
易
・元
槇
、結
交

の
感
、奇
と
謂
ふ
ぺ

し
臙
鰹
篠
竸
矯
齶
雛
鱗
懿
蟹
賢
晦
怨
喋

唐
の
寧
王
曼
、貴
盛
な
り
,寵
妓
數
十
人
、宅
の
左
に
、餅
を
賣
る
者

あ
り
、妻
、纖
白
明
媚
、王

一
見
し
て
目

を
注
ぎ
、厚
く
其

の
夫

に
遺

り
て
之
れ
を
取
る
、寵
惜

等

に
逾
ゆ
、環
歳
因
り
て
之
れ
に
問
ふ
、

汝
復
た
餅
師
を
憶
ふ
や
否
や
、默
然
と
し
て
對

へ
す
、王
餅
師
を

召
し
て
之
れ
を
見
せ
し
む
、其

の
妻
注

覗

し
て
、雙
涙
頗
に
垂
れ
、

惰
に
勝

へ
ざ
る
が
若
し
、時
に
王
に
座
客
十

餘

人

あ
り
、皆
當
時



σ

1391
M

不
レ勝
v情
、時

王

座

客

十

餘

人
、皆

當

時

文

士
、無
v不
.

悽

異

嚇王

命

賦
γ詩
、王

右

丞

維
、詩

先

成

、日
、莫
7以
昌今

時

寵
唄寧

忘
蓍

日

墨

看
〃花

滿

眼

涙
、不
賢共
昌楚

王

一言
晶

此

摩

詰

詩

、或

以

第

一
ご

句
、爲
邑
一
句

'讀
、非

矣
、今

私

疑

共

字

當
レ作
ゲ與
。

杜

子

美

詩
、縱

飮

久

擁

人

共

棄
、排

字

挨

同
、抃

本

字
、禮

少

儀

云
、掃

"席

前

}日
v挨
.康

熙

字

典

云
、按

廣

韻

普

官

切
、昔

潘
、今

俗

沿
ソ譌

用

爲
"拌

棄

之

拌
嚇然

則

子

美

之

詩
、亦

浩
レ譌

用
v之

歟
。

杜

子

美
、遊
畠何

將

軍

山

林

楙詩
、雨

抛

金

鎖

甲
、苔

臥

緑

沈

鎗
、宋

烱

少

隱

竹

坡

詩

話

云
、言

甲

抛
"於

雨
一

爲

昌金

所

"鎖
、鎗

臥
。於

苔
嚇爲
昌緑

所

ツ沈
」有

昌将

軍

不
v好

v武

之

育
一叉

薛

氏

以
"緑

沈

一爲

"精

鐵

一周

必

大

二

老

堂

詩

話

云
、按

苻

堅

使
'熊

邀

造
・金

銀

細

鎧
n金

爲

　
　
　
　
　

作

詩

質

葡

の
文
士
、悽
異
せ
ざ
る
は
無
し
、王
命
じ
て
詩
を
賦
せ

し
む
、王
右

丞
維
、詩
先
づ
成
る
、曰
く
「今
時
の
寵
を
以
て
す

る
こ
と
莫
れ
、寧

ぞ
昔
日
の
恩
を

忘

れ
む
、花
を
看
る

滿
眼
の
涙
、楚
王
と
共
に
言

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト

は
す
」此

の
摩
詰
の
詩
、或
以
へ
ら
く
、第

一
二
句
は
、
一
句
と
爲
し

て
讀
む
と
、非
な
り
、今
私
に
疑
ふ
、共
の
字
は
、當
に
與

に
作
る
べ

し
。

.杜
子
美
の
詩

に
、
縦
飮
久
し
く
扮
て
人
共

に
棄

つ
」と
、擣
の
字
は

携

に
同
じ
、抃
の
本
字
な
り
、禮
の
少
儀

に

云
ふ
、席
前
を
掃
ふ
を

携
と
日
ふ
、康
煕
字
典
に
云
ふ
、按
す
る

に
、廣
韻
に
並・
官
の
切
、音

潘
、今
俗
譌
に
澹
ひ
て
用

ひ

て
拌
棄
の
拌
と
爲
す
と
、然
ら
ば
則

ち
子
美

の
詩
も
、亦
譌
に
滑
ぴ
て
之
れ

を
用
ひ
た
る
歟
。

杜
子
美
、何
將
軍
の
山
林
に
遊
ぶ
詩
に
「雨
に
抛

つ
金
鎖
甲
、苔
に

臥
す
緑
沈
鎗
し宋
の
周
少
隱

の
竹
坡
詩

話
に
云
ふ
、言
ふ
は
甲
、雨

　
　
　
　
　
　
ト
ず

に
抛
ち
て
、金
に
鎮
さ
れ
、鎗
、苔
に
臥
し

て
、緑
に
沈
め
ら
る
、將
軍

武
を
好
ま
ざ
る
の
煮
あ
り
、叉
、薛
氏
は
、緑
沈
を
挙

、
精
鐵
と
爲

す
と
、周
必
大
の
二
老
堂
詩
話
に

云
ふ
、按
す
る
に
、苻
堅
、熊
遡
を

し
て
、金
銀
細
鎧
を
造
り
て
、金
を
綫
と
爲
し

學

、
之

を
縲
せ
し

む
、蔡
瑛
の
詩
に
云
ふ
「金
甲
日
光
に
燿
く
」と
、今
に
至
り
て
、甲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
丑



日

本

詩

話

叢

書

蹴
　

レ綫
以

縲
レ之
、蔡

瑛

詩

云
、金

甲

燿
昌臼
光

一至
γ今

謂
昌甲

　
　

之

精

細

者
嚇爲
昌鎖

子

甲
嚇周

紫

芝

工
ゾ詩
、而

詩

話

百

ー

　 　 　 　 f》～～v

篇
、疎

失

如
v此

何

耶
、姚

寛

西

溪

叢

語

云
、北

史

隋

文

帝
、嘗

賜
繍張

嘉

緑

沈

甲
、獸

丈

只

裝
嚇武

庫

賦

云
、

緑

沈

乾

槍
、唐

鄭

・檗

聯

句
、有
昌亭

亭

孤

笋

線

沈

槍

之

句
嚇續

齊

諧

記

云
、王

敬

伯

夜

見
L

女

命
ゾ婢

取

レ酒
、提
二

緑

沈

漆

櫨
嚇王

羲

之

筆

經
、有
τ以
昌緑

沈

漆

竹
.管

一見
う遺

、蕭

子

雲

詩

云
、緑

沈

弓

項

縱
、紫

艾

刀

横

抜
、恐

緑

沈

如
智今

以
v漆

調

齢雌

黄

一之

類
ハ調
v緑

漆

・之

、其

色

深

沈
、故

謂
.之

緑

沈
h非
昌精

鐵
囀也
。

　

杜

子

美

詩

飜
レ身

向
v天

仰

射
v雲
、是

唯

雷

時

輦

前

脚　

才

人
、仰

射

昌雲

際

飛

鳥

騨之

謂

耳
、而

謝

氏

詩

源

云
、

更

贏

善
レ射
、毎

言

能

仰

射

入
昌雲

中
噌其

妻

不
v信
、因

以
鵬
一
嚢

繋

昌箭

頭

一令
γ射
γ之
、及
v墜

驗
v之
、果

有

呂白

雲

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

二
大

精

細
な
る
者
を
謂
ふ
て
鎖
子
甲

と
爲

す
、周
紫
芝
、詩
に
工
に
し

て
、而
し
て
詩
話
百
篇
、疎
失
此
く
の
如
き

は
何
ぞ
や
と
、姚
寛

の

西
溪
叢
語
に
云
ふ
、北
史
に
、隋
の
交
帝
、嘗

イ、
張
瀟
に
、緑
沈
甲
、獸

文
貝
裝
を
賜
ふ
、武
庫
の
賦
に

云
ふ
「緑
沈
の
槍
」と
、唐
の
鄭
檗
の

聯
句
に
「亭
亭
た

る
孤
笋
線
沈
槍
」の
句
あ
り
、綾
齊
諧
記
に
云
ふ
、

王
敬
伯
、夜
、
一
女
が
婢
に
命
じ

て
酒
を

取
ら
し
め
、
一
緑
沈
漆
橦

を
提
ぐ
る
を
見
る
と
、王
羲

之

の
筆
經

に
、線
沈
漆
竹
管
を
以
て

遺
ら
る
ゝ
あ

り

と
、蕭
チ
雲
の
詩
に
云
ふ
綟

沈
弓
項
縦
、紫
艾
刀

横
拔
す
」恐
く
は
、線
沈
と
は
、今
の
漆
を

以

て
雌
黄
を
調
す
る
の

類
の
如
し
、緑
を
調
し
て
之
れ

に
漆
す
れ
ば
、其
の
色
深
沈
、故
に

之
れ
を
線
沈
と
謂
ふ
、精
鐵
に
非
ざ
る
な
り
.

杜
子
美
の
詩
に
「身
を
飜
し
天
に
向
ひ

仰

い
で
雲
を
射
る
』是
れ

唯
だ
當
時
の
輦
前
の
ナ
人
が
仰
ぎ
て
雲
際

の
飛
鳥
を
射
る
の
謂

の
み
、而
る
に
、謝
氏
詩
源
に
云
ふ
、更
贏
射
を
善
す
、毎
に
言
ふ
、能

く
仰
ぎ
射
て
雲
中
に
入
る
と
、其
の
妻

信

ぜ

す
、因
り
て

一
嚢
を

以
て
箭
頭
に
繋
け
て
、之
れ
を
射

さ
し
む
、墜
つ
る

に
及
び
て
之

れ
を
驗
す
れ
ば
、果
し
て
白
雲
の
内
に

在
る
あ

り
、凶
り
て
箭
を



-

在
丙

、因

名
γ箭

日
昌鎖

雲

以
庇

爲
・仰

射
・雲

之

貞

附

　
　

會

亦

太

甚

矣
、子

美

威
ゴ傷

於

曲

江

頭
・之

作
、豈

用
・

　
　

如
レ斯

工

夫
一耶
、承

以
昌
一
箭

正

墜

雙

飛

翼
嚇詩

意

自

欝
織

　
　
　
今

日
、諸

説

皆

未
v得
作

者

之

興

象
一也
、蓋

泊
昌船

中
一

鄰
　

之

時
、夜

年

暗

聞
自鐘

聲
嚇未
γ知
鵬何

處

鐘
一也
、既

月

落

　
　
　
　
　
　
　
　

作

詩

質
的

名
づ
け
て
鎖
雲
畠

ふ
と
、此
れ
を
以

て
、仰
ぎ

て
雲
を
射
る
の

由
と
爲
す
・附
會
も
亦
太
甚

し
、子
美
、曲
江
頭
に
感
傷
す
る
の
作
、

難彎

詈

蒜

霾

騨

難

箭
正.塗
.

張
繼
の
楓
橋
夜
泊
の
詩
の
起
句

は

既

に
曉
天
、而
し
て
結
句
に
、

夜
牛

の
鐘
聲
と
云
ふ
、談
者
紛
紛
、未
だ
的
設

を
得
す
、或
は
云
ふ
、

此
の
地
に
夜
牛
鐘
あ
り
、無
常
鐘
と
名

つ
く
と
、又
、胡
元
瑞

云
ふ
、

詩
流
・景
を
借
り
て
言
を
立

つ
、惟
だ
聲
律

の
調
、興
象
の
ム
.
に
在

り
處

區
た
る
書

、彼
豈
に
計
る

に

暇
あ
ら
む
や
、隼

の
是
非

を
論
す
る
無
し
と
、此
の
元
瑞
の
論
も

亦

謾
な
り
、詩
、景
を
借
る

と
雖

へ
ど
も
.夜
牛
に
鐘
聲
を
聞

か

す
し
て
、而
し

て
豈
に
設
け

て
夜
牛
の
鐘
聲
と
言

は

む
や
、葉
夢

得
云
ふ
、歐
陽
公
嘗
て
其
の

夜
牛
・鐘
を
打

つ
の
時
に
非
ざ
る
を

病
む
、蓋
し
公

未
だ
嘗
て
呉

申

に
至
ら
す
、今
呉
中
の
山
寺
、實

に
夜
牛
を
以

て

鐘
を
打

つ
と
、

今
日
諸
読
皆
未
だ
作
者
の
興
象
を
得
ざ
る
な
り
、蓋
し
船
申
に
泊

す
る
の
時
、夜
牛
暗
に
鐘
聲
を
聞
き

て
、未
だ
何

れ

の
處
の
鐘
な

る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、既
に
月
落
ち
烏
聴
い
て
霜
天
に
滿
つ
る
の

時
、江
楓
漁
火
殘
夜
の
量

眠
未
だ
能
く
醒
め

ざ

る

の
顔
に
相
對

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
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日
本

詩

話
叢

書

鳥

啼
、霜

滿
レ天

之

時
、江

楓

漁

火
、殘

夜

之

景
、相
"對

眠

未
昌能

醒
一之

顔
〔乃

墨
v頭

而

望
、姑

蘇

城

外
、塞

山

寺

見
、乃

初

知
'夜

孚

鐘

聲

到

客

爨

則

彼

寺

之

鐘
上

也
、此

詩

興

趣

最

可
v喜

也
。

宋

戴

衢

詩

云
、坐

落

千

門

月
、吟

殘

午

夜

燈
、午

夜

字

奇

也
、古

人

有
「之

否
、我

未
昌之

考
幻
.

玄

宗

劍

門

山

詩
、唐

鄭

檠

傳

信

記

云
、上

幸
蜀

回
轟

車

駕
崩次
温劒

門
(門

左

右
、巖

壁

峭

絶
、上

謂
呂侍

臣
白

、

劒

門

天

瞼

若
v此
、自
v古

及
ピ今
、敗

亡

相

繼
、豈

非

在

γ徳
不
7在
v險

耶
、因

駐
レ蹕

題
詩

日
、閣

劍

横
γ筌

峻
、鑾

輿

出

狩

回
、云

云
、今

唐

詩

選

作
噌劍

門

横
レ雲

酸

此

素

作
γ横
レ雲
、後

以
ヨ下

有
昌仙

雲
晒改

爲
レ空

歟

閣

劍

當

レ爲
驫劍
閣
n唐

詩

選

作
鴫劍

門
叫蓋

皆

寫

誤
。

山

房

隨

筆

云
、直

北

某

州
、有
鷯逍

君

題
v壁

噌
詩
百

、

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

二
八

す
、乃
ち
頭
を
擧
げ
て
而

し

て

望
め
ば
、姑
蘇
城
外
に
寒
山
寺
見

ゆ
、乃
ち
初
め
て
夜
牟
の
鐘
聲

客
船

に

到
る
は
.則
ち
彼
の
寺
の

鐘
な
る
を
知
る
な
り
、此
の
詩
の
興
趣
最
も
喜
ぶ
べ
き
な
り
。

宋
の
戴
衢
の
詩
に
云
ふ
「坐
に
は

落

つ

千
門
の
月
、吟
は
殘
す
午

夜
の
鐘
」午
夜
の
字
寄
な
り
、古
人
之
れ
有
る

や

否
や
、我
未
だ
之

れ
を
考

へ
す
。

玄
宗
の
劍
門
山
の
詩
、唐
の
鄭
槃
の
傳
信

記

に
云
ふ
、上
、蜀
に
幸

し
、車
駕
を
回
し
劍
門
に
次
す
、門

の
左
右
、巖
壁
峭
絶
、上
.侍
臣
に

謂
ひ
て
曰
く
、劍
門
の
天
險
此
く
の
若
し
、古
よ

り

今
に
及
び
て
、

敗
亡
相
纏
ぐ
、豈
に
徳

に

在
り
て
、險
に
在
ら
ざ
る
に
非
す
や
と
、

因
り
て
蹕
を
駐
め
て
、詩
を
題

し

て

曰
く
「閣
劍
室
に
横

っ
て
峻

な
り
、鑾
輿
出
狩
し
て

回
る
」云
々
、今
唐
詩
選
に
「劒
門
雲
に
横
つ

て
峻
な
り
」に
作
る
、此
れ
素
と
雲
に
横
は

る
に
作
る
、後
に
、下
に

山
雲
有
る
を
以
て
、改
め
て
室

と

爲
す
歟
写閣
劍
は
當
に
劍
閣
に

爲
る
べ
し
、唐
詩
選
に
劍
門
に
作
る
.蓋
し
皆
寫
誤
な
り
。

山
冖房
隨
筆
に
云
ふ
、直
北
の
某
州
に
、道

君
の
壁

に

題

す
る

一
詩
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徹

夜

西

風

減
昌破

扉
叫簫

條

孤

館

一
燈

微
、家

山

回

レ首
三

千

里
.目

籔

天

南

無
昌雁

飛
嶋此

徽

宗

作
、爲
昌金

所
夢敗

之

時

歟
、詩

則

初

唐

風

調
、有
展餘

威
也

。

宋

陳

郁

話

腴

云
、太

組

微

時
、日

詩

云
、欲
v出

未
γ出

光

辣

撻
、千

山

萬

山

如
昌火

發
騨須

臾

走

向
"天

上
泰

、

起
昌卻

殘

星
ハ起
昌卻

月
q此

詩

風

調

則

非
v可
冤
何
、氣

象

則

既

有
卞欲
v呑
昌四

海
甲之

兆
い宋

西

郊

野

叟

詩

話
、亦

記
v之
、云
、大

陽

初

出

光

赫

赫
、千

山

萬

山

如
昌火

發
嚇

一
輪

頃

刻

上
轟天

衢
n逐
乱退

羣

星

與
噂殘

月
崩斯

似
唱後

改

焉

者
門而

反

失
躋氣

象
一矣
。

鄭

谷

詩

云
、愛
v僭

不
v愛

紫

衣

僭
嚇此

實

然

也
、緇

布

衣

之

信
、獪

有
昌雅

趣
嚇紫

朱

彩

衣
、則

其

態

非
v可
v好
]

李

頑

題
昌曙

公

山

池
馴詩
、清

池

皓

月

照
乱禪

心
嚇伊

藤

東

涯

云
、唐

詩

選

註

云

皓

月

】
作
昌臼

月
嚇非

也
、若
鱈

　
　
　
　
　

作

詩

質

的

あ
り
、曰
く
「徹
夜
西
風
破
扉
を
撼
す
、蕭
條
た

る
孤
館

一
燈
微
な

り
」家
山
首
を
回
ら
す
三
千
里
、目
は
斷
ゆ
天
南
雁

の
飛
ふ
無
し
」、

此
れ
徽
宗
の
作

金
に
敗

ら

る
る
の
時
か
、詩
は
則
ち
初
唐
の
風

調
に
し
て
、餘
感
あ
る
な
少
。

宋
の
陳
郁
の
話
腴
に
云
ふ
、太
組
微
な
る
時
、日
の
詩

に
云
ふ
「出

で
む
と
欲
し
て
未
だ
出
で
す
光
辣
撻
、千
山
萬
山
火
の
發
す
る
が

如
し
、須
臾
に
走
つ
て
天
上
に
向

つ

て

來
り
、殘
星
を
遅
郤
し
月

を
遅
郤
す
」此
詩
、風
調
は
則
ち
徇
ぶ
べ

き

に
非
る
も
、氣
象
は
則

ち
既
に
四
海
を
呑
ま
む
と
欲
す
る
の
兆

あ
り
、宋
の
西
郊
野
叟
詩

話
に
、亦
之
れ
を
記
し
て
云
ふ
、「太
陽
初

め
て
出
で

ゝ
光
赫
赫
、千

山
萬
山
火
の
發
す
る
が
如
し
、
一
輪
頃
刻

に

天

衢
に
上
り
、群
星

と
殘
月
と
を
逐
退
す
』後
に
改

め

し

者

に
似
た
り
、而
し
て
反
り

て
氣
象

を
失

へ
り
。

鄭
谷
の
詩
に
云
ふ
「僣
を
愛

し

て
紫
衣

の
僣
を
愛
せ
す
』と
、此
れ

實
に
然
る
な
り
、緇
布
衣
の
僭
は
、獪
雅
趣
有

る
も
、紫
朱
彩
衣
は
、

則
ち
其
の
態
、好
す
べ
き
に
非
究

李
順
の
貉
公
の
山
池

に
題

す
る
詩
に
「清
池
の
皓
月
禪
心
を
照

す
」伊
藤
東
涯
嚢
ふ
、唐
詩
選
の
注
に
云
ふ
、皓
月
は

」
に
白
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
九
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口

本

詩

断

叢
毒

白

旦

則

無
・所
v本

此

説

誤

矣

、本

詩

作
一一自

月

一爲
v是
、

唐

人

遊
・寺

寄
・僧

詩
、多

使
昌自

月

字
跖

用

昌佛

氏

黒

月

自

月

之

事
・做
・詩

料
嚇是

也
、然

黒

月

自

月
、以

爲
・昌

佛

氏

之

事
嚇則

東

涯

未
昌之

得

一歟
、天

竺

固

望

前

爲
鵬

自

旦

望

後

爲
昌黒

月

也

。

古

樂

府
、陌

上

桑

詩

云
、周

出
昌東

南

隅

門照
"彼

秦

氏

樓

嚇而

次

言
・釆

桑

事
h日

出

轟東

南

偶
h則

仲

冬

之

日
、

釆

桑

刷

蘇

來

三

四

月

之

節

、古

入

亦

有

鵠此

杜

撰
一

不
v思

也

夫
。

都

穆

日
、束

坡

詩

云
、無

事

此

靜

坐
、
一
日

如
幡兩

旦

若

活
・七

+

矢

便

・晉

四

+
、唐

子

西

詩

云
、山

靜

似
昌太

古
百

長

如
添

年
h坡

以
驫
一
日
一當
轟兩

旦

子

西

直

以
v日

當
Ψ年
、今

云
、子

西

之

詩

刷

可
レ謂
v詩

矣

坡

之

詩
、珊

誹

謔

理

窟
、是

今

世

所
v謂

宋

風

者
、而

非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇

作
る
は
非
な
り
、白
月
の
若
き
は
、則
ち
本
つ

く
所
無
し
と
、此
の

読
誤
れ
り
、本
と
詩
、白
月
に
作
る
を

是
と
爲
す
、唐
人
の
寺
に
遊

び
欝

寄
す
る
詩
、多
く

白

月
の
字
を
使
ふ
、此

れ
佛
氏
の
黒
月

白
月
の
事
を
用

ぴ

て
詩
料
と
倣
す
と
、是
な
り
、然
れ
ど
も
稟

月

白
月
、以
て
佛
氏
の
事
と
爲

す
は
、則
ち
東
涯
未

だ
之
れ
を
得
ざ

る
歟
、天
竺
固
よ
り
望

前
を
白
月
と
爲
し
、整
後
を
黒

月

と
爲
す

な
り
。

古
樂
府
の
陌
上
桑
の
詩
に
云
ふ
、日
東
南

の
隅

に
出
で
て
疲

の

秦
氏
の
馨

照
す
・と
、而
し
て
次

に
釆
桑
の
妻

言
ふ
ゴ
東
南

の
隅
よ
り
出
つ
る
は
、則

ち

仲

冬
の
日
、釆
桑
は
則
ち
春
來
三
四

月
の
節
、古
人
も
亦
此
の
杜
撰
あ
り
、患
は
ざ
る
か
な
。

都
醤

く
、束
坡
の
詩
雲

ふ
.無
事
既

に
翻
坐
す
、
百

兩
日
の

如
し
、若
し
七
十
年
を
活
か
ば
、便
ち
是

れ
百

四

十
」唐
子
西
の
詩

に
云
ふ
「山
靜

に
し
て
太
古

に
似
た
り
、日
長
く
し

て
小
年
の
如

し
」、坡
は
、
}
日
を
以
て
兩
日
に
當

つ
、子
西
は
、直

に
臼
を
以
て
年

に
當
つ
と
、今
云
ふ
、子
西
の
詩
は
、則
ち
詩
と
謂
ふ
べ
し
、坡

の
詩

は
則
ち
誹
謔
理
窟
、是
れ
今
世
の
謂
は
ゆ

る

宋
風
な
る
者
に
し

て
、而
し
て
詩
た
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。



　

γ所
昌以
爲
サ詩

也
.

　
　
李

臼

詩

云
、我
醇

欲
レ眠

卿

且

去
、明

朝

有
v意

抱
v琴

　
　
來
、是

全

用
磊淵

明

之

書
嚇淵

明

有
嵩客

至

砦
門設
レ酒

先

{
　
　
自

醉
、更

語
v客
、我

醉

欲
v眠

卿

且

去
、自

之

於
v詩

如
ヨ

　
　
全

用
衞

萬

二

句
「於
墨當

世

詩
肉獪

善

訐
F之
、況

古

入

　
　
之

詞

乎
。

　
　
予

幼

而

初

學
v作
悩詩
、先

人

語

日
、夜

深

童

子

喚

不

　
起

猛
空

聲
山

島

詩
靉

v如
γ糞

夙
覺
庇

讌轗

纖

鑼
　一

　
　

所
一一以

爲
詩

也
。

細

詩

文

用
其

方

言
蒲

丕

可
・解

者
、古

今

不
蘚

也
、詩

　
　
　
　
　
　
　
　
作

詩

質
酌

李
騒

・詩
に
云
ふ
『我
は
醉
う
て
眠
ら

む
と
欲

す

卿
且
つ
去
れ
、

明

朝

意

石
ら

ば

琴

を

抱

い

て
來

れ

」と
、是

れ
全

く

淵

明

の
言

を

用

ふ
、淵

明
、客

至

る

者
有

れ

ば

酒

を

設

け

κ

先

づ

自

ら
醉

ぴ
、更

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ
ゼ
タコ

に
客
に
語
る
に
、我
は
醉
ぴ
て
眠
ら
む
蕊
、欲
踊貫

卿
且
つ
去

れ
と
、

白
の
詩
に
於
け
る
、全
く
衞
萬
の
二

句

を
用
ゐ
る

が
如
く
、當
世

の
詩
に
於
て
、獪
善
く
之
れ
を
訐
す
、況
や
古
人
の
詞
を
や
。

予
幼
に
し
て
而
し
て
初
め
て
詩
を
作
る
を
學
ぶ
、先
人
語
げ
て
口

ぐ
、「夜
深
う
し
て
章
子
喚
べ
ど
も
起
き
す
.猛
虎

一
聲
山
月
高
し
」

詩
調
は
是
の
如
き
を
欲
す
と
、夙
に
此

の
句

の
高
調
を
覺
り
て
へ

而
し
て
之
れ

を

記
憶
す
、然
れ

ど
も
、未
だ
其
の
何
人
の
句
な
る

を
問
は
ざ
り
き
、晩
に
琅
邪
代
醉
編
を

讀

む

に
、是
れ
宋
の
愈
紫

芝
、字
は
秀
老
の
句
に
し
て
、而
し
て
王
荊
公
尤
も

之

れ

を
賞
す

と
、石
林
詩
話
に
見
ゆ
と
云
ふ
、今
の
宋
風
を

好

む
者
、是
の
如
き

の
佳
調
を
好
ま
す
し

て
、而
し
て
宋

人
の
臭
氣
を
嗜
む
は
、皆
詩

の
詩
た
る
所
以
を
得
ざ
る
な
り
。

詩
又

に

共
の

J.1

b
を

用
ひ

{
而
し
て
解
す
べ
か
ら

ざ

る

煮古
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日

本

詩

話

叢

書

毛

傳

云
、蕨

鼈

也
、束

坡

嶺

南

詩

云
、稻

涼

初

吠
"蛤
、

如
v此

之

類
、使
昌後

人

惑

一者

也
、齊

魯

俗
、謂
v蕨

爲
v鼈
、

鸞
　欝
総
鰡墨

鬼

憩

之

吟
・㌦者

寓

言

耳
、蓋

是

放

翕

自

作
。

林

和

靖

詩
、疎

影

横

斜

水

清

淺
、暗

香

淨

動

月

黄

昏
、宋

人

皆

賞
昌此

詩
門但

月

黄

昏

不
v審
、孔

天
瑞

詩

話

云
、月

已

西

下
、色

黄

而

更

昏
、蒋

津

葦

航

紀

談
、

引
7之

云

以
v此

知

黄

昏

夜

深

也
、今

謂

月

黄

昏
、雖

v有
昌後
人

読
'焉
、於
唐

以

上
嚇未
v得

其

徴
嚇作

者

不
γ可
呂

容

易

用
τ之

也
刃

杜

子

美

詩
、玉

帳

分
v弓

射
5虜

營
翼

途
踏嚴

公

入

朝
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

今
鮮
か
ら
ざ
る
な
の
、詩
の
毛
傳

に
云
ふ
、蕨
は
鼈
な
り
、東
坡
の

嶺
南
の
詩
に
云
ふ
「稻
涼
し
で
初
め
て
蛤
吠

ゆ
」と
、此
の
如
き
の

鄰
、後
八
を
し
で
惑
は
し

む

る
者
な
り
、齊
魯
の
俗
、蕨
を
訓
ひ
て

鼈
と
爲
し
、嶺
南
、蝦
蟇
を
呼
び
て
蛤
と
爲

す
と
云
ふ
。

陸
放
翕
云
ふ
、紳
宥
り
て
鄭

絳

の
家
に
降
り
、詩
を
吟
じ
て
曰
く

「忽
然
湖
上
片
雲
飛
び
、覺
え
す
舟
中
雨

衣

を
濕
す
、折
り
得
た
る

蓮
花
渾
て
忘
郤
し
、塞
し
く
荷
葉
を

將

て
頭
を
蓋
う
て
露
る
」と
覧

此
詩
、晩
唐

の
興
象
、其
の
以
て
鬼
祕
の
吟

と
爲
す
は
、寓
言
の
み
、

蓋
し
是
れ
放
翁
の
自
作
な
ら
む
。
、

林
和
靖
の
詩
に
「疎
影

横
斜

水
清
淺
、暗
香
浮
動
月
黄
昏
」宋
人
皆

既
の
詩
を
賞
す
、但
だ
月
黄
昏
、審
な

ら

す
、孔
天
瑞
の
詩
話
に
云

ふ
、月
已
に
酉
に
下
り
、色
黄
に

し
て
翫
し

て
昏
し
と
、蒋
津
の
葦

航
紀
談
に
之
れ
を
引
き
て
云
ふ
、式
を
以

て
黄
昏
は
夜
の
深
し
と

い
ふ
こ
と
を
知
る

な

り
と
、今
謂
ふ
、月
黄
昏
は
、後
人
の
読
有
り

と
雖

へ
ど
も
.唐
以
土
に
於
て
、未
だ
其

の

微
を
得
す
、作
者
容
易

に
之
れ
を
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

杜
子
美
の
詩
に
「王
帳
弓
を
分
っ

て
虜
營
を
射
る
」、又
嚴
公
の
入
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詩
、空

留
"玉

帳

衛
嚇愁

殺

錦

城

人
、叉

邃
"盧

侍

御
詩

但

促
。銅

壺

箭
肉休
γ添
昌玉

帳

坊
門宋

張

渓

雲

谷

雜

記
、

云
、王

洙

注

云
、玉

帳

兵

書

也
、後

來

増

釋

者
、不
レ過

白

目唐
藝

丈

志

有
昌玉

帳

經

一
卷
嚇而

巳
、按

顏

之

推

賦

云
、守
画金

城

之

湯

池
嚇轉
"絳

宮

之

玉

帳
肉叉

袁

卓

賦

云
、或

王
昌直

使

之

遊

宮
嚇或

居
鵬貴

紳

之

玉

帳
一蓋

玉

暖
、乃

兵

家

厭

勝

之

方

位
、謂
常圭

將

於
昌其

方
一置
・

軍

帳

嚇則

堅

不
.可
γ犯
、今

謂

此

皆

未
v審

爲其

據

也

、抱

朴

子

外

篇

云
、在

畠大

乙

玉

帳

之

中

「不
レ可
レ攻

也
、後

人

謂
"將

軍
一日
緬玉

帳
嚇蓋

原
昌乎

此
疇焉

歟

。

王

維

詩
、白

眼

看

他

世

上

人
、我

方

讀
γ之

者
、他

宇

屬
鱗世

上

入
嚇曩

門

人

岩

名

伯

庸

云
、看

他

二

字

成

語

也
、予

未

直̀

以

爲
.然

矣
、後

讀
昌甲

乙

剩

言

者
蒭

跚
　

柳

陳

父

詩

云
、看

他

何

處

不
γ娯
γ人
、然

則

看

他

二

作

詩

質

的

朝
を
途
る
詩

に
「室
し
く
玉
帳
の
術

を

留

め
て
、愁
殺
す
錦
城
の

人
」夂
盧
侍
御
を
逡
る
詩
に
「但
だ
銅
壷
箭
を
促

し

て
、玉
帳

の
旋

を
添
ふ
る
こ
と

を

休
め
よ
」宋
の
張

渓

の
雲
谷
雜
記
に
云
ふ
、王

洙

の
注
に
鼓
ふ
、玉
帳
は
兵
書

な
り
、後
來
増
釋
す
る
者
、唐
の
藝

文
志
に
、玉
帳
經

一
卷
あ
り
と
日
ふ
に
過
ぎ

ざ

る

の
み
、按
す
る

に
、顔
子
推
の
賦
に
去
ふ
「金
城

の
湯
池
を
守
り
、絳
宮
の
玉
帳
を

轉
す
」袁
卓
の
賦
に
萎
ふ
「或
は
直
使

の
遊
宮
に
倚
り
、或
は
貴
紳

の
玉
帳
に
居
る
』と
、蓋
し
玉
帳
は
、乃
ち
兵
家
厭
勝

の
方
位
に
し

・
て
、主
將
共
の
方
に
於
て
軍

帳

を

置
か
ば
、則
ち
堅
く
し
て
犯
す

ぺ
か
ら
ざ
る
を
謂
ふ
と
、今
謂
ふ
、此
れ
皆
未

だ

其
の
據
を
審
に

せ
ざ
る
な
り
、抱
朴
子
外
篇

に

藪
ふ
.太
乙
玉
帳
の
申
に
在
れ
ぱ
、

攻
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
、後
入
、將
軍
を
謂
ひ

て

玉
帳
と

田
ふ

は
、蓋
し
此
に
原
く
か
。

王
維
の
詩
に
「白
眼
看
他
世
上
の
人
」我
が
方
之
れ

を
讀
む
者
、他

の
字
を
世
上
の
人
に
屬
す
、曩
に
門

人
岩

名
伯
庸
云
ふ
、看
他
は

二
字

の
成
語
な
り
と
、予
未
だ
直

に
以

て
然
り
と
爲
さ
す
、後
に
、

甲
乙
剩
言
と
い
ふ
者
を
讀
む
に
、明
の
柳
陳
父

の
詩

に
云
ふ
「看

他
す
何

の
處
か
人
を
娯
し

め

ざ

ら
む
」と
然
ら
ば
則
ち
看
他
の
、

三
三



日

本

詩

話

叢

書

嫉
　

宇
、以

爲
.成

語
"也
。

　
　

駱

賓

王

靈

隱

寺

詩
、唐

孟

啓

本

事

詩
、以

爲
雌宋

之

　
　

問

詩
百

宋

考

功

以
ゲ事

貶

黜
、奄
"江

蛮

遊
蠶

隱

寺
{

　
　

夜

月

極

明
、長

廊

吟

行
、且

爲
y詩

日
、鷲

嶺

鬱

岩

嶢
、

　
　

龍

宮

隱

寂

寥
、第

ご

聯

捜
昌奇

思
嚇絡

不
レ如
レ意
、有
智老

　
　

僭

點
◎長

明

燈
一坐
酔大

禪

牀
納日

少

年

夜

久

不
v寐
…、而

　
　

吟

諷

甚

苦
、何

邪
、之

問

答

日
、弟

子

業
レ詩
、適

欲
7題
昌

　
　

此

寺
嚇而

興

思

不
レ屬
、俗

日
、試

吟
昌上

聯
酬
W
吟
γ之
、僑
…

1

再

三

吟

諷
、因

日
、何

不
γ云

樓

觀
滄

海

旦

門

聽
.淅

江

潮
芝

問

愕

然

詩
昌其

遒

麗
叫叉

續

終
レ篇
、日
、桂

子

月

中

落

、天

香

雲

外

飄
、云

云
、傅
…
所
「贈

句
、乃

爲

=

篇

之

警

策

州遲
レ明

更

訪
γ之
、則

不
5復

見

、矣
、寺

僭

有
`

知

者
白

、此

駱
賓

王

也
賓

王
當
昌敬

業

之

敗
而

亦

落

髪
、偏

遊
繍名

山
唄至

昌靈

隱

寺

嚇以

周

歳

卒
、今

日
、此

二

字
、以

て
成

語

た

る

な

り
。

三
四

駱
賓
王
の
靈
隱
寺
の
詩
を
、唐
の
孟
啓

の
本

事

に
、以
て
宋
之
問

の
詩
と
爲
し
て
曰
く
、宋

考
功
、事
を

以
て
貶
黜
せ

ら
れ
て
江
南

に
至

り
、靈

隱

寺
に
遊
ぶ
、夜
月
極
め

て
明
か
、長
廊
に
吟
行
し
、

且
つ
詩
を
爲
り

て

曰
く
「鷲
嶺
鬱
と
し

て
岩
嶢
、龍
宮
隱
と
し
て

寢
寥
」第
二
聯
、奇
思
を
捜
り
て
、絡
に
意

の
如
く
な

ら
す
、老
僭
の

長
明
燈
を
點
し
、大
殫
牀
に
坐
す
る

あ

り
、曰
く
、少
年
夜
久
う
し

て
寐
ね
す
、而
し
て
吟
諷
甚
だ

苦

し
む
は
何
ぞ
や
、之
問
、答

へ
て

曰
く
、弟
子
詩
を
業
と
す
、適
に
此
の
寺
に
題
せ

む

と
欲
し
、而
し

て
興
思
屬
せ
す
、繪
曰
く
、試
に
上
聯

を

吟
ぜ
よ
、帥
ち
之
れ
を
吟

す
、僣
再
三
吟
諷
し
、因
う
て
曰
く
.何
ぞ
「樓
に
は
滄
海

の
日
を
觀
、

門
に
は
淅
江
の
潮
を
聽
く
」と
云

は

ざ
る
、之
問
、樗
然
と
し
て
其

の
遒
麗
を
謗
り
、叉
績
ぎ
て
篇
を
絡

へ
て

曰
く
、「桂
子
月
申
よ
り

落
ち
、天
香
雲
外
に
飄
る
」云
云
、僭
の
膾
る
所

の
句
、乃
ち

一
篇
の

警
策
た
り
、明
を
遲
ち
て
更
に
之
れ
を
訪

へ
ば
、則
ち
復
見
え
す
、

寺
僧
に
知
る
者
あ
り

て

曰
く
、此
れ
駱
賓
王
な
り
と
、賓
王
、敬
業

の
敗
に
當
り
て
、亦
落
髪
し
て
偏
く

名

山

に
遊
び
、靈
隱
寺
に
至

り
、以
て
周
歳
に
し
て
卒
す

と
、今
曰
く
、此
の
詩
、唯
だ
三
四
二
句

を
以
て
、何
ぞ
駱
賓
王
の
作
と
爲
す
や
、太
だ
疑
ふ
べ
き
な
り
、今
へ
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詩

唯

以
.三

四

二

句
噌何

爲
昌駱

賓

王

作
門太

可
γ疑

也
、

今

唐

詩

選
、隱

作
v鑽
、聽

作
v對
。

張

茄

貔

夫

人

詩
、楊

太

眞

外

傅
、以

爲
ガ杜

甫

詩
百

、

封
夫

姨
昌爲
噛韓

國

夫

入
晒三

姨

爲
昌號

國

夫
,人

八

姨

爲
3秦

國

夫

人
内同

日

拜

命
、皆

月

給
彪錢

十

萬
嚇爲
昌脂

粉

之

資
肉然

號

國

不
μ施
昌粧

粉
肋自

衒
昌美

艶
嚇常

素

面

朝
γ天
、當

時

杜

甫

詩

云
、號

國

夫

人

承
主

恩
苹

明

上
γ馬

入
昌宮

門
門卻

嫌

脂

粉

灘
昌顏

色
内淡

拂
昌娥

眉
嫡朝
昌

至

電
↓得
昌此

傅
嚇而

詩

意

初

自

也
、今

唐

詩

選
、上

作

v騎
沸

作
γ汚
、娥

作
v蛾
、其

以

爲
出張

砧

詩
一者

何

也
。

太

不

廣

記

載
、眞

娘

者
、臭

國

之

佳

人

也
、死

葬
島呉

宮

之

側
門行

客

臧
昌其

華

麗
内競

爲
v詩

題
於

墓

樹
嚇有
昌

墨

子

譚

銖

者
n呉

門

之

秀

士

也
、因

書
昌
一
絶
叫後

之

來

者
、覩
巽

題

處
稱

息
v筆

矣
、詩

日
、武

邱

山

下

塚

　
　
　
　
　
作

詩
質

的

唐
詩
選
に
、隱
は
鎖
に
作
り
、聽
は
樹

に
作
れ
り
。

張
鮪

の
鯱
夫
人
の
詩
は
、楊
太
眞
外
傅

に
、以
て
杜

甫

の
詩
と
爲

す
、曰
く
、大
姨
に
封
し
て
韓
國
夫
人

と

爲
し
、三
姨
を
貌
國
夫
人

と
爲
し
、八
姨
を
秦
國
夫
人
と
爲
す
、同

日
拜
命

せ

ら
れ
、皆
月
に

錢
十
寓
を
給
し

て
、脂
粉
の
資
と
爲
す
、然
れ
ど
も
、號
國
、粧
粉
を

施
さ
す
、自
ら
美
艶
を
衒
ひ
、常
に
素
面
天

に
朝
す
.當
時
杜
甫
の

詩
に
云
ふ
「貌
國
夫
人
主
恩
を
承
け
、準
明
馬
に
上

つ
て

宮
門
に

入
る
、郤
つ
て
嫌
ふ
脂
粉
の
顏
色
を

菰
す
を
、淡

く

娥
眉
を
拂
う

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ア
ヰ
ラ

て
至
尊
に
朝
す
」と
、此
の
傳
を
得
て
、而
し
て
詩
意
初
め

て

白
か

な
り
、今
唐
詩
選
に
、上
は
騎
に
作
り
、軛
は
汚
に

作
り
、娥
は
蛾
に

作
る
、其
の
以
て
張
繍
の
詩
と
爲
す
は
何
ぞ
や
。

太
弔
廣
記
に
載
す
、眞
娘
は
、呉
國
の
佳

人
な

り
、死
し
て
契
宮
の

側
に
葬
る
、行
客
共

の
華
麗
に
感
じ
。競

ひ
て
詩
を
爲

り

て
墓
…樹

に
題
す
、擧
子
譚
銖
と
い
ふ
者
あ
り
、臭
門

の
秀
士
な
り
、因
り
て

一
絶
を
書
す
.後
の
來

者
.其
の
題
す
る
處
を
覩
て
、稍
や
筆

を
息

む
、詩
に
曰
く
「武
邱
山
下
塚
壘
豪
、松
栢
蕭
條
蠱
く

悲
む
べ
し
、何

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

三
五
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日
本

詩

話
叢

書

紫

暴
、松

栢

蕭

條

盡

可
v悲
、何

事

世

入

偏

重
v色
、眞

娘

墓

上

獨

題
レ詩
、予

謂

詩

則

佳

也
、然

意

則

未

也
、

何

者
、凡
特

有
v名

者
、後

人

追
昌戚

之

一以

入
昌乎

詩

一焉

、

不
昌獨

電
ツ色
、雖
昌墳

墓

彙

田累
一也
、其

與
昌土

木
一朽
、而

無

名
者
、非
v可
8復

使
"行

客

威
顧焉
、明

楊

循

別

記

云
、采

バ石

江

頭

李

太

自

墓

在

焉
、往

來

詩

人
、題

詠

殆

遍
、

有
レ客

書
昌
一
繦
脚云
、采

石

江

邊

一
抔

土
、李

自

詩

名

糶
昌千

古
嚇來

的

去

約

寫
篇兩

行
嚇魯

般

門

前

掉
昌大

斧
嚇

斯

亦

可
昌以

察
焉

.

韓

退

之

詩
、喚

起

窓

全

曙
、催

蹄

日

未
v西
、無

心

花

裏

鳥
、更

與

舞

情

啼
、全

唐

詩

話

云
、乃

二

禽

名

也
、

喚

起

偏

鳴
昌於

春

曉
嚇江

南

謂
昌之

春

喚
h催

歸

子

規

也
。

韓

退

之

貶
"潮

州

刺

臭

次
齢藍

闥

示
昼姪

孫

湘

詩
、
一

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

三
六

事
ぞ
世
人
偏
に
色
を
重
ん
じ
、眞
娘
墓
上
獨
詩

を
跡
す
、』予
謂
ふ
、

詩
は
則
ち
佳
な
り
、然
れ
ど
も
、意
は
則
ち

未
だ
し
、何
と
な
れ
ば
、

凡
そ
特
に
名
有
る
者
は
、後
人
之
れ

を

追
感
し
、以
て
詩
に
入
る
、

獨
色
を
重
ん
す
る
に
あ
ら
す
、墳
墓
壘
疉
と
雖

へ
ど

も
、其
の
土

木
と
與
に
朽
ち
て
、而
し
て
名
無

き

者
は
、復
行
客
を
し
て
感
ぜ

し
む
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
、明
の
楊
循

の
別

記

に

云
ふ
、釆
石
江

頭
に
李
太
白
の
墓
在
り
、往
來

の
詩
入
、題
詠
殆
ん
ど
遍
し
.客
有

り

一
絶
を
書
し
て
云
ふ
「釆
石
江
邊

一
抔
の
土
、李
自

の
詩
名
千

古
に
耀
く
、來
的
去
的
兩
行
を
寫
す
、魯
般
門
前
に
大
斧
を

掉
ふ
、」

斯
れ
亦
以
て
察
す
べ
し
。

韓
遶

之
の
詩

に
『喚
起
憲
全
く
曙
け
、催
歸
日
未

だ

西
せ
す
、無
心

花
裏
の
鳥
、更
に
與
に
情
を
蠱
し
て
啼
く
、」全
唐
詩
話
に
云
ふ
、乃

ち
二
禽
の
名
な
り
、喚
起
偏

に

赤
曉

に
鳴
く
、江
南
に

て
之
れ
を

春
喚
と
謂
ふ
、催
歸
は
子
規
な
り
。

韓
退
之
、潮
州
の
刺
史
に
貶
せ
ら
れ
、藍
關
に
次

し
、姪
孫
湘

に
示
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窩

封

朝

奏

九

重

天
、夕

貶
"潮

陽
"路

八

千
.欲
智爲
"}聖

明
晒

除
中弊

事
幽豈

將
邑衰

朽

"計
驫殘

年

一雲

横

昌秦

嶺

象

何

在

、

雪

擁

藍

關
一馬

不
v前
、知

汝

蓮

來

應

v有

y意
、好

收

目吾

骨

瘴

江

邊

此

詩

詞

情

格

調

與

臻

矣

、使
昌人

戚

郵

焉

者

也
、于

鱗

何

不

}選

取
"焉
。

宋

惠

洪

冷

齋

夜

話

云
、白

樂

天

毎
γ作
v詩

、令
畠
一
老

嫗

解

7之
、問

日
、解

否
、嫗

日
v解

則

録
v之
、不
v解

則

易

γ之
、故

唐

末

之

詩
、近
昌于

鄙

俚
h晩

唐

之

下

調
、准

而

可

v
知

也

。

我

方

作
v詩
、創
昌於

大

友

大

津

二
皇

ヱ
∴
大

友

皇

子
、

侍

宴

詩

云
、皇

明

光
驫日

月
肉帝

徳

載
昌天

地
嚇三

才

竝

泰

昌
、萬

國

表
昌臣

義
嚇又

述

懐

詩

云
、道

徳

承
亀天

訓
嚇

鹽

梅

寄
脇置
ハ
宰
h羞

無
呂監

撫

術
一安

能

臨
昌四

海
嚇此

二

首
、其

志

操

可
v徇

也
、大

津

皇

子
、遊

獵

詩

云
、朝

擇
`

　
　
　
　
　

作

詩
質

的

す
詩
に
、
一
封
朝
に
奏
す
九
重
の
天
、夕
に
潮
陽

に
貶

せ
ら
れ
て

路
八
千
、聖
明
の
爲
に
弊
事
を
除
か

む

と

欲
す
、豈
に
嚢
朽
を
將

て
殘
年
を
計
ら
む
や
、雲
は
秦
嶺

に
横
ろ

て
家
何
に
か

在
る
、雪

は
藍
關
を
擁
し
て
馬
前
ま
す
、知
る
汝

遠

來

應
に
意
有
る
べ
し
、

好
し
吾
が
骨
を
牧

め
よ
瘴
江
の
邊
に
、」此
の
詩
、詞
情
格
調
與
に

臻
れ
り
、人
を
し
て
感
慨
せ
し
む

る
者
な
り
、于
鱗
何
ぞ

撰
取
せ

ざ
る
。

宋
の
惠
洪
の
冷
齋
夜
話

に

云
ふ
、白
樂

天
詩
を

作
る
毎
に
、
一
老

妬
を
し
て
之
れ
を
解

せ
し
む
、開
ひ
て
曰
く
、解
す
る

や

否
や
、嫗

解
せ
り
と
日
は
ゞ
則
ち
之

れ

を

録
す
、解
ぜ
ざ
れ
ば
、則
ち
之
れ

を
易
ふ
、故
に
唐
末
の
詩
、鄙
俚
に
近
し
と
、晩
唐

の
下
調
、准
じ
て

知
る
べ
き
な
り
。

我
が
方
詩
を
作
る
こ
と
、大
友
・大
津
の
二
皇

子

に
創
る
、大
友
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ニサ

子
の
侍
宴
の
詩
に
云
ふ
「皇
明
同
月

に

光
り
、帝
徳
天
地
に
載
ち
、

三
歳
竝
に
黍
昌
、萬
國
臣
義
を
表
す
」又
、逑
懐
の
詩

に
云
ふ
「道
徳

天
訓
を
承
け
、鹽
梅
貢
宰
に
寄
す
、差
づ
ら

く

は

鹽
梅
の
術
無
き

を
、安
ぞ
能
く
四
海
に
臨
ま
む
』此
の
二

首
、共
の
志
操
徇
ぶ
べ
き

な
り
、大
津
皇
子
の
遊
獵

の
詩
に
云
ふ
「朝

に
三
能

士
を
擇
び
、暮

に
萬
騎
の
筵
を
開
く
、臠
を
喫
し
て
倶

に
豁
な
り
、盞
を
傾
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
●
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日
本

詩

話
叢
書

三

能

士
暮

開
コ萬

騎

筵
哽

v臠

倶

豁

矣
、傾
v盞

共

陶

然
、月

弓

暉
谷

裡
肉雲

旌

張
昌嶺

前
自曦

光

已

隱
レ山
、壯

士

且

留

連
、此

亦

氣

象

可
γ徇

也
、大

友
、天

智

帝

之

子
、大

津
、天

武

帝

之

子
、時

當
昂唐

高

宗

世
嚇而

專

學
昌

初

唐
一者

也
.

嵯

峨

帝

幸
昌河

陽

館
h題
昌
一
聯

句
一日
、開
v閣

唯

聞

朝

暮

鼓
、登
v樓

遙

望

往

來

船
、以

示
昌小

野

篁

日
、此

句

如

何
、篁

少

沈

吟

日
、聖

作

實

佳
、但

願

遙

見
γ改
v筌
、

可

也

歟
、帝

愕

然

日
、此

句

卿

素

知
v之

耶
、對

日

不

γ知
、帝

日
、是

臼

居

易

之

句

也
、本

集

作
レ筌
、今

膜

換

γ遙
、以
戲

試
v卿

耳
、此

時

自

氏

文

集

初

傳
…于

茲
門而

祕
昌於

御

府
嚇外

人

未
γ得
昌之

見
肖矣
、篁

之

糟
於

詩
h非
昌

今

人

之

所
7及

也
。

橘

直

幹
、遊
噸}石

仙

寺
輌詩

云
、蒼

波

路

遠

雲

千

里
、臼

三
八

共
に
陶
然
、月
弓
谷
裡
に
瞳
き
、雲

旌
山領
前

に
張
る
、曦
光
巳
に
山

に
隱
れ
、壯
士
且
つ
留
連
す
」此
れ
亦
氣
象
徇
ぶ
べ

き
な
り
、大
友

は
、天
智
帝
の
子
、大
津
は
天
武
帝

の

子
、時
に
唐
の
高
宗

の
世
に

當
り
て
、而
し
て
專
ら
初
唐
を
學
ぶ
者
な
り
。

嵯
峨
帝
、河
陽
館
に
幸
し
、
一
聯
句
を
題

し

て

曰
く
「閣
を
開
い
て

唯
だ
聞
く
朝
暮

の
鼓
、樓

に
登

つ
て
遙

に
望

む

往
來
の
船
」と
、以

て
小
野
篁

に
示
し
て
曰
く
、此
の
句

如

何

ん
と
、篁
少
ら
く
沈
吟

し
て
曰
く
、聖
作
實

に
佳
な
り
.但
だ
願
く
は
、遙
を
筌
に
改
め
ら

る
れ
ば
可
な
ら
む
か
、帝
愕
然
と
し

て

曰
く
、此
の
句
、卿
素
と
之

れ
を
知
れ
り
や
、對

へ
て
曰

く

知
ら
す
、帝
曰
く
、是
れ
白
居
易
の

句
な
り
、本
集
に
室
に
作
る
、今
朕
遙
に
換
へ
て

以

て
戲
に
卿
を

試
る
の
み
と
、此
の
時
、白
氏
文
集
、初
め

て
茲
に
傳
は
り
て
而
し

て
御
府
に
祕
せ
り
、外
人
未
だ
之
れ
を
見
る
こ

と
を

得
す
、篁
の

詩

に
精
な
る
、今
入
の
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。

橘
直
幹
の
石
山

寺
に
遊
ぶ
詩
に

云
ふ
「蒼
波
路
遠

し
雲
千
里
、白

　
　
　

＼＼
、
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霧

山

深

鳥

一
聲
、圓

融

帝

時
、僊

齎

然

入
レ宋

於
昌詩

人

交

會

席
嚇以

爲

昌己

句
h雲

爲
v霞
、鳥

爲
ゼ蟲
、以

示
昌彼

詩

入
嚇其

人

日
、佳

句

也
、但

霞

爲
v雲
、蟲

爲
v鳥
、則

愈

佳

也
、所
レ謂

詩

人

、不
v知
v爲
v誰

乎
、其

宋

人

之

於
v詩
、

其
精

錬

亦

可
レ知

也
、

弘

仁

帝
、幸

齋

院

花

宴

使
冒文

人

賦
昌春

日

山

莊

詩
嚇

各

探
レ韻
、嵯

峨

帝

第

三

皇

女
、有

智

内

親

王
、探
昌得

'

塘

光

行

蒼
ツ即

賦

日
、寂

寂

幽

莊

迷
出樹

裏
嚇仙

輿

一

降

一
池

塘
、棲
v林

孤

鳥

識
暮

澤
隱

v澗

寒

花

見
昌日

光
嚇泉

聲

近

報

新

雷

響
、山

色

高

晴

舊

雨

行
、從
レ此

更

知

恩

顧

渥
、生

涯

何

以

答
昌穹

蒼
h皇

女

時

年

十

七

云
」此

詩

風

調

趣

向
、文

墨

之

士
、將
"不
v及

焉
、但

惜

行

字

誤
γ韻
。

村

上

帝

時

源

英

明
、夏

日

詩
、池

冷

水

無
昌三
伏

夏

剛

作

詩

賓

的

霧
山
深
し
鳥

一
磬
」圓
融
帝
の
時
、侮
黄

然
宋

に
入
り
、詩
人
交
會

の
席

に
於
て
、以
て
己
の
句
と
爲
し
、雲
を
霞
に
爲
り
、鳥
を

蟲
に

爲
り
、以
て
彼
の
詩
人
に
示
す
、其
の
人
曰
く
、佳
句
な
り
、但
だ
霞

を
雲
に
爲
り
、蟲
を
鳥
に
爲
ら
ば
、則
ち
愈
佳
な
ら

む

と
、誚
ゆ
る

詩
人
と
は
、誰
た
る
を
知
ら
す
、其
の

宋

人
の
詩

に
於
け
る
、共
の

精
錬
亦
知
る
べ
き
な
か
。

弘
仁
帝
、齋
院

の
花
宴

に
幸
し
、丈
人
を

し

て
、春
日
山
莊
の
詩
を

賦
せ
し
む
、各
韻
を
探
る
、嵯
峨
帝
の
第
三
の
皇
女
、有
智
内
親
王
、

塘
光
行
蒼
を
探
り
得
、帥
ち
賦

し

て

口
く
「寂
寂
た
る
幽
莊
樹
鼓

に
迷
ひ
、仙
輿

一
た
び
降
る

一
池
の
塘
、林
に
棲

む

孤
鳥
春
澤
を

識
り
、櫚

に
隱
る
ゝ
寒
花
日
光

を

見
る
、泉
聲
近
く
報
す
新
雷
の

響
、山
色
高
く
晴
れ
て
舊
雨
行
る
、此
れ
從
り

更
に
知

る
恩
顧
の
・

渥
き
こ
と
を
、生
涯
何
を
以
て
穹
蒼

に

答

へ
む
、」皇
女
時
に
年
十

七
と
云
ふ
、此
の
詩
、風
調
趣
向
、丈
墨
の
士
も
、將
に
及
ぱ

ざ
ら
む

と
す
、但
だ
惜
む
ら
く
は
、行
の
字
韻

を
誤
る
を
。

材
上
帝

の
畦
、源
英
明
の
夏
日

の
詩
に
「池
は
冷
か
に

し

て
水
に

三
九
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日

本

詩

話

叢

書

松

高

風

有

昌
一
聾

秋
門菅

原

文

時
、在
v側

日
、宜
昌以
F池

爲
ゼ水
、水

爲
v池
、以
v松

爲
v風
、風

爲
ツ松
、此

菅

博

士

之

是

正

實

得

焉
、水

冷

池

無
昌三

伏

夏
颪

高

松

有
二

聲

秋
嚇最

爲
昌佳

句
嵐也
、作

者

所
昌以

宜
7著
v意

也
。

覊

山

帝
、逹

磨

忌

御

製
、江

浪

激

奔

嵩

雪

寒
、栖
"栖

南

北
噸不
赤

閑
嚇當

時

若

得
親

相

見
嚇不
γ在
魏

梁

庸

主

問
闘此

御

製

實

天

子

之

氣

象
、恨

如
亀塞

字
柯

。

藤

原

周

光
、夏

日

遊
翻林

亭
煽詩
、養
γ性

自

然

滔
昌俗

慮
「

逃
v名

何

必

卜
暑山

居
肋醉

中

取

次

雖
膨飛
v盞
、老

後

等

閑

未
v廢
v書
、世

路

嶮

難

爭

謝

遣
、生

涯

蹇

剥

欲
昌何

如
嚇此

詩

八

句

四

聯
、皆

今

時

作

者
、所
レ不
v及

也
。

民

黒

人
、獨

坐

山

中

詩
、煙

霧

辭
自塵

俗
嚇山

川

壯
亀我

居
嚇此

時

能

莫
レ賦
、風

月

自

輕
γ余
、此

一
繦
、風

趣

最

可
γ好
、我

方

中

古
、縉

紳

之

徒
、其

善
レ詩

者

、獪

不
γ可
畠
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三
伏
の
夏
無
く
、松
高
う
し
て
風
に

一
聲

の
秋
有
り
、」菅
原
文
時
、

側
に
在
り
て
曰
く
、宜
し
く
池
を
以

て

水
と
爲
し
、水
を
池
と
爲

し
、松
を
以
て
風
と
爲
し
、風
を
松
と
爲
す

ぺ
し
と
、此
の
菅
博
士

の
是
正
、實
に
得
た
り
↓
水
冷
に
し
て
池
に
三
伏
の
夏
無
く
、風
高

う
し
て
松
に

一
聲
の
秋
有
り
」最
も
佳
句

た

る

な
り
、作
者
以
て

宜
し
く
意
を
着
く
べ
き
所
な
り
。

鷂
山
帝
の
逹
磨
忌
の
御
製
に
「江
浪
激
奔

し

て
嵩
雪
塞
し
、南
北

に
栖
々
し
て
亦
閑
な
ら
す
、當
時
若

し

親
し

く
相
見
る
を
得
ば
、

魏
梁
庸
主
の
聞
に
在

ら

す
」此
の
御

製
實
に
天
子
の
氣
象
な
り
、

恨
む
ら
く
は
、塞

の
字
を
如
何
む
。

藤
原
周
光
の
夏
日
林
亭
に
遊
ぶ
詩
に
「性
を
養
う
て
自
然
に
俗
慮

を
淌
し
、名
を
逃
れ
て
何
ぞ
必
す
し
も

山

居
を

ト
せ
む
、醉
中
取

次
に
盞
を
飛
ば
す
と
雖

へ
ど
も
、老
後
等
閑
未
だ
書
を
廢
せ
す
、

　
　
　
　

イ
カ
ヂ

世
路
の
嶮
難
爭
か
謝
遣
せ

む
、生
涯

の
蹇
剥
何
如
せ
む
と
欲
す
、」

此
の
詩
、八
句
四
聯
、皆
今
時
の
作
者

の
及
ぱ
ざ
る
所
な
り
。

民
黒
人
、獨
坐
山
中
の
詩
に
「煙
霧
塵
俗

を

辭
し
、山
川
我
が
居
を

壯
に
す
、此
の
時
能
く
賦
す
る

こ

と

莫
け
れ
ば
、風
丹
自
ら
余
を

輕
ぜ
む
』此
の

}
絶
嵐

趣
最
も
好

す

べ
し
、我
が
方
中
古
」縉
紳
の

徒
、其
の
詩
を
善
す
る
者
、獪
枚
擧
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
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枚

擧

也
。

甲

侯

信

玄
、少

壯

好

作
レ詩
、其

新

年

詩

云
、淑

氣

未

y融
春

爾

遲
、霜

辛

雪

苦

豈

言
ド詩
、此

情

愧

破
"春

風

笑
肖吟

斷

江

南

梅

一
枝
、薔

薇

詩

云
、滿

院

薔

薇

香

露

薪
、雨

餘

紅

色

別

留
レ春
、風

流

謝

傅

今

獪

在
、花

似
6東

山

縹

緲

人
嚇又

便

面

有
v雁

詩

云
、水

緑

山

青

欲
γ雨

初
、數

行

鴻

雁

度
..長

虚
「天

涯

高

處

要
昌通

信
門

定

可
觚蘇

卿

胡

地

書
門越

侯

謙

信
、征
昌能

州
一時

詩

云
、

露

下

軍

營

秋

氣

清
、數

行

鴻

雁

月

三

更
、越

山

弁

得

能

州

景
、不
γ管
昌家

郷
嚇事
笛癒

征
n奥

侯

正

宗
、馬

上

少

年

過

詩

云
、二

十

年

前

少

壯

時
、高

名

富

貴

亦

私

期
、由

來

不
レ識
6干

戈

事
h唯

把

春

風

桃

李

巵
、斯

皆

佳

調
、我

方

戰

國

諸

侯
、其

有
5如
レ斯

雅

趣
一者
、亦

獪

不
寡

也
.
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甲
侯
信
玄
、少
壯
に
し
て
好
み
て
詩

を

作
る
、其
の
薪
年
の
詩
に

云
ふ
「淑
氣
未
だ
融
せ
す
春
徇
遲
し
、霜
辛
雪
苦
豈

に
詩
を
言
は

む
や
、此
の
情
愧
づ
ら
く
は
春
風

に
笑
は

れ
む
、吟
断
す
江
南
の

梅

岡
枝
、」薔
薇
の
詩
に
云
ふ
「滿
院
の
薔

薇
香
露
新
な
り
.雨
餘

の

紅
色
別
に
春
を
留
む
、風
流
の
謝
傅

今

獪

在
ら
ば
」花
は
東
山
縹

緲
の
人
に
似
む
、」又
便
面
に
雁
有
る
の
詩

に
云
ふ
「水
緑

に

山
青

う
し
て
雨
ふ
ら
む
と
欲
す

る

の
初
、數
行
の
鴻
雁
長
虚
を
度
る
、

天
涯
高
き
處
通
信
を
要
す
、定
め
て
蘇
卿
胡
地

の
書

な
る
可
し
、

越
侯
謙
信
、能
州
を
征
す

る

時

の
詩
に
云
ふ
「露
下
つ
て
軍
營
秋

氣
清
し
、數
行
の
鴻
雁
月
三
更
、越

山
竝
得
す

能
州
の
景
、家
郷
に

管
せ
す
遠
征
を
事

と
す
、』奥

侯
正
宗

の
馬
上
に
少
年
過
ぐ
の
詩

に
「二
十
年
前
少
壯
の
時
、高
名
富
貴
亦
私

に
期
す
、由
來
干
戈
の

事
を
識
ら
す
、唯
だ
把
る
春
風
桃
李
の
巵
」と
、斯
れ
皆
佳
調
、我
が

方
戰
國
諸
侯
」共
の
斯
の
如

き
雅

趣
有
る
者
、亦
獪
寡
か
ら
ざ
る

な
り
。
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嚮
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蹟
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所
詣
揮
體
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莫
歪

殖

正
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旗
殆

〔
令
ヨ人

有
昌雲

霄

之

思
叫三

復

讀
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初

釋
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鳩
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歟
、近

世

詩

家
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元

體
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設
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工

夫

輔欲
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言
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、徒

飾

之

務
、彫

鏤
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、則

意

脈

既

喪
試

置
乏

齒

牙
蔀

狸

酸

薄
、固

果

動

玩
些
骸
而
.慨
喜

憩

氤
者
瓦

以
譏
晦
讐
ζ
獪
嵐
ビ
之
兎
缺
碇

反

璽

人
之
鼻

黒

貮

明
聳

黌
髭
戦
前
呈

叢
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之
一
業

…
近

世

詩
家
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明
無
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人

自
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ゼ
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